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本機器を安全にご使用いただくために 

 

このたびはＴＲＭ－１０Ｃ形ハイブリッド記録計をお買い上げいただきありがとうございました。 

本機器の全機能を有効的に、かつ正しくお使いいただくために、ご使用の前に本取扱説明書を十分にご理解い

ただいてからお使いいただきますようお願いいたします。 

また、製造者が指定する方法以外で本機器を使用しないでください。本機器を取扱説明書に指定された方法以

外で使用すると、本機器の保護機能を損なう恐れがあります。 

 

本機器には、安全にご使用していただくために次のようなシンボルマークを使用しています。 

シンボルマークについて 

 
“取扱注意”を示しています。人体および機器を保護するために、取扱説明書を参照する必

要がある場所に付いています。 

 “保護接地端子”を示しています。機器を操作する前に、必ず接地してください。 

 “感電注意”を示しています。従わないと感電の恐れがある場所に付いています。 

 

機器取扱い上の安全を確保するため、 

下記の注意事項および本文の注意事項を必ずお守りください。 

 警 告  

 

 

(1)感電防止のため、配線は必ず本機器を元電源から切り離してから行ってください。 

(2)システムへ組み込んで使用時、本機器の故障または外部要因による異常発生によって 

システムに影響を及ぼすことが予想される場合はシステムの安全性を確保するための 

予防措置を講じてください。 

(3)機器開口部に異物が入り込まない様に予防措置を講じてください。 
 

 
(1) 感電防止のため、必ず保護接地をしてから本機器に通電してください。 

(2) 保護接地線を切断したり、保護接地の結線を外さないでください。 

 (1) 本機器の電源電圧が供給電源の電圧に一致していることを確認してください。 

定格電源電圧 ： 100-240VAC 

使用電圧範囲 ： 85-264VAC 

電源周波数 ： 50/60Hz 

消費電力 ： 35VA max 

(2) 保護カバーを付けてから、本機器に通電してください。 

(3) 本機器に使用している電源モジュールは EN60950 に適合しています。 
 

 (1)可燃性、爆発性のガス、腐食性ガスのある場所、水、水蒸気がかかる場所では、 

本機器を動作させないでください。 

(2)下記に示す環境でご使用ください。 

設置場所 ：屋内 

高度  ：2000m以下 

周囲温度 ：0～50℃ 

周囲湿度 ：20～80%RH(結露無きこと) 

過電圧カテゴリ ：カテゴリ Ⅱ 

許容汚染度 ：汚染度 2 
 

 

電源をＯＦＦにしてから、入出力線の配線を行ってください。 

電 源 

入出力配線 

全 般 

全 般 

保 護 接 地 

保護接地 

電 源 

電 源 

電 源 

使用環境 
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 注 意  

   空き端子は中継等の別用途に使用しないでください。 

   

機器内部のスイッチ等を触らないでください。また内器の交換、プリント板の交換等の操作

は行わないでください。上記操作を行った場合、動作の保証は出来ません。必ずお買い求

めの販売店、または当社販売員にご連絡ください。 

   
本機器または本機器を組み込んだ装置等を輸送（移動）する場合は、ドアの開閉、内器の

飛び出しに対する防止措置を施してください。 

［ 注 意 ］  

   

(1) 本取扱説明書は必ず最終的にご使用するお客様にお届けください。 

(2) 本機器の取扱いは、必ず本説明書を読んでから行ってください。 

(3) 内容に不審な点や誤り、記載漏れ等ありましたら、お手数ですが当社販売員まで 

ご連絡ください。 

(4) 本取扱説明書は、読み終わりましたら本機器の近くに大切に保管しておいてください。 

(5) 万一紛失、または汚損した場合は、お買い求めの販売店または当社販売員に 

ご連絡ください。 

(6) 本書の内容の全部または一部を無断で転載、複製することは禁止されています。 

   
(1) 本機器の設置時は安全靴、ヘルメット等の防護具を使用し、安全に留意してください。 

(2) 設置した本機器に足を掛けたり、乗ったりすることは危険ですのでおやめください。 

  
当社サービスマン、または当社の了解を得た者以外の方は内器、ユニット、プリント板等の

取外し、分解をしないでください。 

 

(1) 交換した電池は正しい方法で廃棄してください。 

(2) 保守品および交換部品等のプラスチックは焼却しないでください。有毒ガスが発生する

場合があり危険です。 

 

(1) 本機器の表面の清掃は乾布で拭いてください。 

(2) 有機溶剤は使用しないでください。 

(3) 清掃は無通電で行ってください。 

 本取扱説明書は予告無く改訂される場合があります。 

 

入出力配線 

機器内部 

輸送（移動） 

取扱説明書 

設 置 

保 守 

廃 棄 

清 掃 

改 訂 



―3― 

HXPRM10mnCT002 

取扱説明書の利用方法 

１． 利用方法 

この取扱説明書は、以下に示す「注意事項」「目次」「第１章～第１１章」から構成されています。 

ご使用時の目的に応じて、該当個所を読んでください。 

 

章、およびタイトル 
ご購入時 

および設置時 

初期設定時 

および 

設定変更時 

日常の操作時 
通信機能 

使用時 

保守時および 

トラブル発生時 

注意事項（１ページ） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

第１章 はじめに ◎     

第２章 各部の名称 ○ ○ ○  ○ 

第３章 設置 ◎  ○   

第４章 配線 ◎ ○ ○ ○ ○ 

第５章 運転準備  ○ ◎   

第６章 運転  ○ ◎   

第７章 機器の設定  ◎  ○ ○ 

第８章 通信    ◎  

第９章 保守     ◎ 

第１０章 ﾄﾗﾌﾞﾙｼｭｰﾃｨﾝｸﾞ  ○   ◎ 

第１１章 仕様 ○ ○   ○ 

◎ ：必ず読んでください。 

○ ：必要に応じて読んでください。 

 

本取扱説明書には、使用時に注意する内容が下記のマークとともに記載されています。 

警告等のマークについて 

 警 告  
従わないと、取扱者の生命や身体に危害が及ぶ恐れがある注意事項が記載さ

れています。必ずお読みください。 

 注 意  
従わないと、本機器を損傷する恐れがある注意事項が記載されています。 

必ずお読みください。 

［注 意］ 本機器を正しく使用するための注意事項です。必ずお読みください。 

［参 考］ 本機器の機能をよりよく活用するための参考事項です。 

 

２． 取扱説明書ガイド 

本機器の取扱説明書は下記のように構成されています。 

 

項 名 称 図 番 説 明 

１ 
TRM-10C ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞﾚｺｰﾀﾞ(ペ

ン計)取扱説明書 
HXPRM10mnCT002 

設置、配線、基本操作から通常

ご使用いただくための設定・運転

等について説明してあります。 

２ 
TRM-10C ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞﾚｺｰﾀﾞ通

信ｺﾏﾝﾄﾞ説明書 
HXPRM10mnCT005 

通信機能を使用して記録計の各

データを読み書きする方法につ

いて説明してあります。 

 

本書 
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 1章  はじめに 

1.1 付属品の確認   

本機器がお手元に届きましたら、付属品および外観の確認を行い、不足の品や損傷のないことをお確かめく

ださい。万一不適な箇所がありましたら、お買い上げの販売店または当社の販売員にご連絡ください。 

本機器には下記に示す付属品が添付されています。ご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.1 付属品 

 

         表 1.1 付属品一覧表 

Ｎｏ． 名称 形番 
個数 

記 
１ﾍﾟﾝ計 ２ﾍﾟﾝ計 

１ 記録紙 ＨＺＣＧＡ０１０５ＥＬ００１ １ １ ５０等分割目盛 

２ リボンカセット ＨＰＳＲ００１Ｈ０００２Ｃ １ １  

３ カートリッジペン 
ＷＰＳＲ１９６Ａ０００００１Ａ １ １ １ペン用（赤） 

ＷＰＳＲ１９６Ａ０００００２Ａ ――― １ ２ペン用（緑） 

４ 取付ユニット Ｈ４Ａ１４１７５ ２ ２ パネル取付用ユニット 

５ 取扱説明書 ＨＸＰＲＭ１０ｍｎＣＴ００２ １ １ 本書 

６ パッキン Ｈ４Ｈ１４９００ １ １ ＩＰ６５用 

 

 

 

 

 

［注 意］ 

リボンカセットは、機器に取り付けた状態で出荷されます。 

① 記録紙 ② リボンカセット ③ カートリッジペン 

④ 取付ユニット ⑤ 取扱説明書 ⑥ パッキン 
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チャートホルダを取り出して、付属品を確認します。 

取り出し方法は、５．１項「記録紙の取付」（２３頁）を参照してください。 

図 1.2 リボンカセットの装着位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.3 チャートホルダ、カートリッジペンの収納位置 

記録紙はチャートホルダ

内に収納されています。

チャート押さえを開いて確

認してください。 

カートリッジペンは、格納

室に収納されています。

チャートカバーを開いて確

認してください。 

リボンカセットはチャートホル

ダの奥に取り付けられた状

態で出荷されます。 

チャート押さえ 

チャートカバー 

［注 意］ 

① リボンカセットはチャートホルダの奥に装着されています。ドアを開き、チャートホルダを取り出して確認

してください。（取り出し方法は、５．１項（２３頁）を参照してください。） 

② 記録紙、カートリッジペンはチャートホルダの中に収納されています。チャートホルダを取り出して、

チャートカバーを開き確認してください。 

③ ドア全開時の角度は１３５゜です。それ以上開きますと、ケースのヒンジ（回転）部に過大な力が加わり破

損する場合があります。 
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1.2 形式と仕様の確認 

形式名等が記載されている銘板は、ケース内部に貼付されています。チャートホルダを取り外し、内器の正

面奥側をご確認ください。 

本機器がご注文通りの仕様であることを、下表を参照してご確認ください。 

 

           表 1.2  形式番号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

０１  １ペン計 

①機種 

０２  ２ペン計 

０   ＲＳ－２３２Ｃ（標準） 

②コミュニケーション 

１   ＲＳ－４８５（オプション） 

０   無 

③ＤＩ／ＤＯ（オプション） 

１   ３リレー出力 

２   ３ＤＩ 

３   ３ＤＩ＋３リレー出力 

 

１ 

 

２ 

 

３ 

 

９ 

 

７ 

 

４ 

 

５ 

 

６ 

 

１１ 

 

８ 

 

１０ 

Ｒ Ｍ １  ０  Ｃ  

① ② ③ 

④記録紙切れセンサ（オプション） 

０   無 

１   有 

④ 

 

１２ 

Ｔ －  Ｔ  

１３ 



―9― 

HXPRM10mnCT002 

1.3 一時的に保管する場合 

本機器は下記の環境に保管してください。装置内に組み込まれた場合も、下記の環境に保管してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.4 名称板について 

名称板は納入時ドア内側に装着してあります。必要に応じて名称を記入してご使用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 注 意  

純正の名称板以外を取り付けた場合、ドアや取付部を破損する場合がありますのでご注意ください。 

 注 意  

劣悪な環境で保管すると製品の外観、機能、寿命などが損なわれる場合があります。 

 保管時の環境  

・塵､ほこりの少ない場所｡ 

・可燃性ガス､爆発性ガス､腐食性ガス(SO2､H2Sなど)がない場所｡ 

・振動､衝撃のない場所｡ 

・水､水蒸気がかからない場所｡あるいは多湿(95%RH以上)にならない場所｡ 

・直射日光の当たらない場所｡あるいは高温(50℃以上)にならない場所｡ 

・極端に低温(-20℃以下)にならない場所｡ 
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 2章  各部の名称 

2.1 外観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.1  外観 

カートリッジペン 

ドア 

チャートホルダ 

ディスプレイ 

キーボード 

端子台 

ケース 

取付ユニット 

名称板 
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2.2 ディスプレイ画面と操作キー 

2.2.1 ディスプレイ画面 

ディスプレイ画面の説明をします。チャネル No.表示、データ表示は７セグメントＬＥＤのため、アルファベットを

記号化して表します。ＬＥＤ表示については、［参考］の「ディスプレイ対応表」をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2  ディスプレイ 

 

 

 

 

 

 

 

 

［参 考］ ディスプレイ対応表 

 

表示               

アルファベット A B C D E F G H ｈ I J K L ｌ 

表示               

アルファベット M N O P Q R S T U V W X Y Z 

 

 RUN     ＡＬＭ 

   

CH.No                     DATA 

H 

 

L 

警報種表示 

赤色の文字で警報種を表示します。 

警報がＨｉｇｈの時は「Ｈ」が点灯し、Ｌｏｗ

の時は「Ｌ」が点灯します。 

警報が無い時は、どちらも点灯しませ

ん。 

チャネルＮｏ．表示 

橙色でチャネルＮｏ．

を表します。 

データ表示 

橙色で測定値、時

刻、設定画面等を

表示します。 

操作キー 

設定等の操作は、このキーで行い

ます。 

状態表示 

記録中は「RUN」ランプ（橙色）が点灯します。警報

発生中は「ＡＬＭ」ランプ（赤色）が点灯します。 

   はランプが消灯していることを表し、 

   はランプが点灯していることを表します。 

        ESC        ▲        

▲
 

RUN MENU PRINT FEED ENT 
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2.2.2 操作キー 

各キーの機能について説明します。 

なお、本取扱説明書では実際の操作キーを下図のように記載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.3   本取扱説明書の操作キー表記法 

            表 2.1 キーの名称と機能 

キー 名称 機能 

 「RUN」キー 

記録のスタート、ストップを行います。 

記録中の時は３秒間以上のキー長押しで記録をストップ（RUNランプ消灯）

します。記録停止の時はキーを押すと記録をスタート（RUN ランプ点灯）し

ます。 

 

「MENU」キー MENU機能 
エンジニアリングリスト印字の選択、及び設定モード

への切り替えなどを行います。 

「ESC」キー ESC機能 機能の選択途中に、そのメニューから抜け出します。 

 

「PRINT」キー PRINT機能 
マニュアルプリント及びリスト印字を行うときに使いま

す。 

「△」キー △機能 
設定パラメータ（数値、内蔵されているコマンド）を選

択するときに使います（上昇方向）。 

 

「FEED」キー FEED機能 
押している間、記録紙が送られ、手を離すと紙送りが

停止します。 

「  」キー    機能 数値設定時、桁を移動するときに使用します。 

 「ENT」キー 

設定パラメータ（数値、内蔵されているコマンド）を選択したあとにパラメータ

を登録したり、機能を実行するときに使います。このキーを押すと設定が実

行されます。 

RUN 

 

ENT 

ESC 

MENU 

PRINT 

FEED 

 RUN    ALM 

   

CH. No.                     DATA 

        ESC        ▲        

▲
 

RUN 

 

PRINT FEED ENT 

ESC 

MENU 

RUN    MENU    PRINT    FEED      ENT         

 

H 

 

L 
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 3章  設置 

3.1 外形寸法図及びパネルカット寸法  

 

単位：mm               （前面）         （裏面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（側面）                             （パネルカット） 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.1 外形寸法及びパネルカット寸法 

 

 

 

 

 

 注 意  

壁面、その他の計器に接して取り付ける場合、保守と機器の安全のため、１台につき（  ）内に示す寸法以

上のスペースを確保することを推奨します。 

137

1
3
7

（
1
2
8
）

（
1
2
8
）

7 MAX

（パネル厚さ）

25 150

（56）

1
4
4

144 3.52.5

(100)

200以上

2
0
0
以

上

138 +1
-0

1
3
8

+
1

-
0

RUN ALM RUN MENU PRINT FEED
ESC

CH,NO. DATA

L N

1A 2C2A1C 3A 3C

1+
B

1-
B

1
A

2+
B

2-
B

2
A

SGRDTD

+ -

DI
COM

DI
3

DI
2

DI
1

ENT

ドア全開時（135゜）に
必要な寸法（左側が
壁面の場合） 
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3.2 パネルへの取付 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2.1 パネルへの取付手順 

1) 付属品の取付ユニットを、図 3.2に従って準備します。 

2) パネルの前面から本機器を差し込みます。 

3) 取付ユニットのツメをケース上下面の角穴に差し込みます。 

4) 取付ユニットのねじをプラスドライバで締め付けて、パネルへ取り付けます。取付ユニットが前後に

動かなくなってからねじを半回転だけ締めてください。 

 

 

 

 

 

図 3.2 取付ユニット 

 

 

ねじの先端はこの面と同じく

らいにし、ツメをケース角穴に

差し込みます。 取付用ツメ 

本体 取付用ツメ 

［注 意］ 

過大な力で締め付けますと、ケース歪み、取付ユニットの変形が生じ、不具合の原因となる場合がありま

す。適正締付けトルクは約０．２～０．３Ｎ・m（２～３㎏ｆ・㎝）です。 

 警 告  

可燃性ガス、爆発性ガス、腐食性ガス（ＳＯ２、Ｈ２Ｓなど）がない場所に取り付けてください。 

 注 意  

取付場所について  下記のような場所に取り付けてください。 

・湿度変化が少ない場所。 

・常温（２５℃程度）に近い場所。 

・機械振動の少ない場所。 

・塵、ほこりの少ない場所。 

・電磁界の影響が少ない場所。 

・高い輻射熱が直接当たらない場所。 

・湿度は記録紙、インクに影響します。２０～８０％ＲＨの範囲（６０％ＲＨが最適）で使用してください。 

取付パネルについて 

・取付パネルには１．２㎜厚以上の鋼板を使用することを推奨します。 

・取付パネルは最大で７㎜厚です。 

傾斜について 

・本器が左右に傾かず、水平となるように取り付けてください。 

・傾斜角度が前傾０゜、後傾３０゜以内となるように取り付けてください。 
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図 3.3 パネルへの取付方法 

3.2.2 IP65対応時のパネル取付 

本機器をパネルに取り付ける前に、パッキンを図の位置に取り付けます。その他の手順は同様です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.4 パネルへの取付方法（ＩＰ６５対応時） 

 

パネル 

取付ユニット 

ねじ 

パネル 

パッキン 

取付ユニット 

ねじ 
パッキン 

パネル 
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 4章  配線 

4.1 端子配列及び電源の配線 

4.1.1 端子配列 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1 端子配列（記録計背面） 

4.1.2 電源の配線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 警 告  

① 感電防止のため、必ず保護接地をしてから本機器に通電してください。       

② 保護接地線を切断したり、保護接地の結線をはずさないでください。       

③ 本機器の電源電圧が供給電源の電圧に一致していることを確認してください。 

④ 透明の保護カバーをつけてから、本機器に通電してください。     

 注 意  

① 電源用電線には 600Vビニル絶縁電線(JIS C3307)､または相当品以上の電線を使用してください｡                                                        

② 電線端末には､絶縁スリーブ付丸形圧着端子(M3.5用)を取付けてください｡                

③ 保護接地端子には､第D種(接地抵抗値 100Ω以下､接地線の最小太さ 1.6mm)以上で接続を してください｡ 

④ 保護接地線を他の機器と共用すると接地線からのﾉｲｽﾞの影響を受ける場合があります｡他の機器との

共用を避けることを推奨します｡ 

⑤ 電源配線は、EN61010-1 規格に指定される次のいずれかを満たすようにしてください。また、これらを簡

単にオペレータの手が届く所に設置し、記録計の断路装置であることを明示してください｡ 

ａ．IEC60947-1、IEC60947-3に準拠したスイッチまたはサーキットブレーカ 

ｂ．工具を使用しないで取り外せる器具用カプラ 

ｃ．建屋内のコンセントに合う、ロック装置のない分離型プラグ 

⑥ 本機器は EN 61010-1規格、設置カテゴリーⅡ、汚染カテゴリー2の製品です。 

⑦ 主電源は、定格電圧±10%内の変動範囲でご使用願います。 

⑧ 電源投入時に主電源に過渡的な電流が流れる場合があります。 

L N

1C1A 2A 3C3A2C

1+
B

1-
B

1
A

2+
B

2-
B

2
A

SGRDTD

+ -

DI
COM

DI
3

DI
2

DI
1

 

電源端子台 

通信端子台（ＲＳ－２３２Ｃ） 

入力端子台 

３リレー出力 
通信端子台（ＲＳ－４８５） 

３DI端子台 
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4.1.3 配線手順 

 

 

 

 

 

1) 電源端子台の透明の保護カバーを外します。カバー両側のフック（バネ）部分を同時に、内側に押

しながら手前に引いて外します。 

2) 図 4.2に従い電源電線を接続します。保護接地は端子   に接続します。電源の非接地側は端子

Ｌに接続します。電源の接地側は端子Ｎに接続します。 

3) 透明の保護カバーを取付けます。 

4) 正しく保護接地されていることを確認します。 

 

 

 

                                              図 4.2 電源の配線 

4.2 入力の配線   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｌ Ｎ

 注 意  

①入力用電線についての注意事項 

・  入力配線は、ノイズを混入させないよう注意してください。また、入力配線にはノイズに対して有効なシー    

  ルド線、あるいはツイスト線の使用を推奨します。 

・  熱電対入力の場合は、熱電対素線を直接接続するか、補償導線を使用してください。シールド付きの入   

  力線の使用を推奨します。 

・  測温抵抗体入力の場合、３線の線抵抗のバラツキを下記以下とします。シールド付きの入力線の使用を 

  推奨します。      Ｐｔ１００、ＪＰｔ１００の場合 ； ５０ｍΩ以下 

・  誘導ノイズによる影響を受ける可能性がある場合、特に高周波電源の近くを配線する場合は、シールド  

  付ツイスト線の使用を推奨します。 

・ 電線端末には絶縁スリーブ付丸形圧着端子（Ｍ３．５用）を取付けてください。 

②配線上の注意事項 

・  本機器と測定点間の配線は電源回路（２５Ｖ以上の電源またはDO回路）から離してください。 

・  使用しない入力端子は、必ず短絡してください。（ｍＶ、Ｖ、熱電対入力時は＋～－間を短絡してください。  

  測温抵抗体入力時は、Ａ、Ｂ、Ｂ間を短絡してください。） 

・  シールド線のシールドは、必ず接地してください。 

 注 意  

透明の保護カバーは必ず両側のフックを同時に外してください。交互に外しますと破損する場合があり

ます。 

電源電圧 
定格電源電圧  ： 100-240VAC 
使用電圧範囲  ： 85-264VAC 
電源周波数      ： 50/60Hz 
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4.2.1 配線手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.3 入力の配線 

 

 

1) 入力端子台の裏面カバーを外します。カバー両側のフック（バネ）部分を同時に、内側に押しながら

手前に引いて外します。 

2) 図 4.3（18頁）、図 4.4、図 4.5（19頁）の配線例に従い入力を配線します。 

3) 裏面カバーを取付けます。 

 

 

 

 

 注 意  

透明の保護カバーは必ず両側のフックを同時に外して下さい。交互に外しますと破損する場合がありま

す。 

電圧 

熱電対 

測温抵抗体 

DI 
COM 

DI 
3 

DI 
2 

DI 
1 

TD RD SG 1 + 
B 

1 - 
B 

1 
A 

2 + 
B 

2 - 
B 

2 
A 

１チャネル ２チャネル 

A B B 

+ - 

+ - 

A B B 

+ - 

+ - 

+ - 
電流 

+ - 
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図 4.4 入力の配線（測温抵抗体入力の場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.5 入力の配線（測温抵抗体入力、ｍA入力の場合） 

 

 

 

 

 

 注 意  

 シャント抵抗は本機器の入力端子台に取付けてください。 

 シャント抵抗は入力精度に影響するため以下の推奨抵抗を使用してください。 

            抵抗値：250Ω 定格電力：1/4Ｗ 許容差：±0.１％以下 温度係数：±50ppm以下 

+ - 
B B A 

+ - 
B B A 

＋ － ＋ － 

①ｍV入力、V入力 ②熱電対入力 

+ - 
B B A 

+ - 
B B A 

B B A 
シャント抵抗 

＋ － 
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4.3 DI／警報リレー出力の配線 （オプション）   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.3.1 DI／警報リレー出力配線例  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.6 DI配線例                      図 4.7 警報リレー出力配線例 

 

 

 注 意  

 警報リレー出力配線上の注意事項  

① DI入力は駆動用電源が内蔵されていますので､外部からDI入力端子に電圧を印加しないでください｡                                     

② DI入力用の接点容量は耐圧 50VDC､16mA以上､ON抵抗 20Ω以下(配線抵抗含む)としてください｡                                               

③ 使用していない端子を中継端子として使用しないでください。 

 DO配線上の注意事項  

① 警報リレー出力接点容量は下記の通りです｡                                             

250VAC     3A MAX(抵抗負荷)                                      

30VDC     3A MAX(抵抗負荷)       

125VDC   0.5A MAX(抵抗負荷) 0.1A MAX L/R=7ms MAX(誘導負荷) 

② 出力端子には､必要に応じてサージ対策用の保護素子(バリスタ等)を取付けてください｡ 

③ 電線端末には､絶縁スリーブ付丸形圧着端子(M3.5用)を取付けてください｡   

④ 警報リレー出力配線は､入力配線から離してください｡ 

⑤ 使用していない端子を中継端子として使用しないでください。 

 注 意  

DI入力は３点です。警報リレー出力は、リレー出力３接点（ａ接点のみ）となっています。                                               

 警 告  

配線の際には電源配線に充分注意して配線作業を行ってください。 

 

負荷

記録計側

端子台

記録計側

端子台

DI1～3

DI.COM

COM

＋12V

1A～3A

1C～3C
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4.3.2 警報リレー出力の配線 

図 4.8に従い、警報リレー出力を配線します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.8 警報リレー出力の配線 

 

 

 

 

4.3.3 DIの配線 

図 4.9に従い、DIを配線します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.9 DIの配線 

L N

1A 1C 2A 2C 3A 3C + -

１Ｃ 

１Ａ 

リレーNo.1 

（ａ接点）  

３リレー出力 

３Ｃ 

３Ａ 

リレーNo.3 

（ａ接点） 

L N

1C1A 2A 3C3A2C

1+
B

1-
B

1
A

2+
B

2-
B

2
A

SGRDTD

DI
COM

DI
3

DI
2

DI
1

+ -

DI1 

DI2 

DI3 

DI.COM 

（DI1～3の共通コモン） 

 注 意  

・ リレー№１は、チャート切れセンサ（オプション）とのOR出力となります。 
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4.4 通信の配線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.4.1 ＲＳ－２３２Ｃの配線 

図 4.10に従い、ＲＳ－２３２Ｃを配線します。 

 

 

 

 

 

 

 

            図 4.10 ＲＳ－２３２Ｃの配線 

4.4.2 ＲＳ－４８５の配線 

図 4.11に従い、ＲＳ－４８５を配線します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           図 4.11 ＲＳ－４８５の配線 

 注 意  

通信用配線についての注意事項 

・ 通信配線は、ノイズを混入させないよう注意してください。また、通信配線にはノイズに対して有効なシー

ルド線の使用を推奨します。 

・ 誘導ノイズによる影響を受ける可能性がある場合、特に高周波電源の近くを配線する場合は、シールド線 

  の使用を推奨します。 

・ 電線端末には絶縁スリーブ付丸形圧着端子（M3.5用）を取付けてください。 

・ シールド線のシールドは、必ず接地してください。  

［注 意］ 

ケーブル長は最大１５ｍです。 

［注 意］ 
① ホスト側に終端抵抗（Ｒｔ＝２００Ω）を必

ず付けてください。ホストから見て最も遠方

のＴＲＭ１０Ｃに終端抵抗Ｒｔ＝２００Ωを取り

付けて下さい。 

② 接続はホストコンピュータを含めて最大 

３２台です。 

③ ケーブル長は最大１．２ｋｍです。 

④ ＵＬ２０６２０－ＳＢ（Ｍ）（日立電線㈱製）

相当品ケーブルの使用を奨励します。 

1A 2C2A1C 3A 3C

1+
B

1-
B

1
A

2+
B

2-
B

2
A

SGRDTD

DI
COM

DI
3

DI
2

DI
1

+ -

SG 

RD 

TD 

ホストコンピュータ 

L N 

1 A 1 C 2 A 2 C 3 A 3 C + - 

－ 

 

 

＋ 

ホストコンピュータ Ｒｔ 

……… 

Ｒｔ 

 ＴＲＭ－１０Ｃ  ＴＲＭ－１０Ｃ 
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 5章  運転準備 

5.1 記録紙の取付 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 「RUN」キーを３秒以上押す 

    記録動作を停止します。電源ＯＮ状態のまま「ＲＵＮ」キーを３秒以上押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.1  「ＲＵＮ」キーを押す 

 

記録動作が停止すると、ペン、プリンタは自動的に移動し、記録紙送りも停止します。 

１ペン（赤）は左側（約１５％）、２ペン（緑）は右側（約８５％）を固定記録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.2 ペン、プリンタが自動的に移動する 

 注 意  

正常な記録のために、当社純正記録紙の使用を推奨します。 

また、記録動作ＲＵＮ状態でチャートホルダを取り出すとインクリボンを傷付ける場合があります。記録

紙の交換時は、必ず「ＲＵＮ」キーで記録動作を停止させてください。 

ペンアップしないとカートリッジペンを傷めます。必ずペンアップしてください。 

１ペン（赤）

は左側へ 

２ペン（緑）

は右側へ 

プリンタは右側

へ移動する 

▲
 

ＲUN  ＡＬＭ 

 

   
CH.No                DATA 

記録動作が停止すると、

ＲＵＮランプは消灯しま

す。 

ＥＳＣ        ▲    

３秒以上押す。 

ＲUN  ＭＥＮＵ  ＰＲＩＮＴ   ＦＥＥＤ      ＥＮＴ 

H 

L 
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(2) ドアを開く 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ドアフックを押して、ロックを外します。ドアを手前側に開いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.3 ドアを開く 

（3）ペンアップする。 

  ペンアップレバーを押し上げ、ペン先を記録紙から離します。（ペンアップします。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.4 ペンアップする 

ペンアップレバーは、

ケース内側の右端に

あります。指で上にあ

げてください。 

ペンアップレバー 

 注 意  

ドア全開時の角度は１３５゜です。それ以上開きますと、ケースのヒンジ（回転）部に過大な力が加わり破

損する場合があります。 

ドアフック 

ドアフックを

矢印の方向

へ押すと、

ロックが外れ

ます。 

 警 告  

ドアの開閉時に指等を挟み込むと怪我をする可能性がありますので注意して下さい。 
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（4） チャートホルダを取り出す 

     チャートホルダ両サイドのレバーに指を掛けて、チャートホルダを手前に引き出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.5  チャートホルダを取り出す 

 

（5） チャートカバー、チャート押さえを開く 

     チャート押さえと、チャートカバーを外側へ開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.6 チャートカバー、チャート押さえを開く 

チャート押さえ（透明） 

チャートカバー（黒色） 

矢印の方向へ開く。 

矢印の方向へ開く。 

チャートホルダを

手前に引き出す。 

レバー 
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（6） 記録紙をさばく 

ミシン目の所で紙が貼り付いていると、記録紙が正常に送られない場合があります。必ず紙さばきを行っ

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.7  記録紙をさばく 

 

（7） 記録紙を格納室へ挿入する 

記録紙を２折り分開き、印刷面を上にして格納室へ挿入します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.8 記録紙を挿入する 

正方形の穴は左側へ 

スプロケットドラム 

格納室 

長方形の穴は右側へ 
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（8） 記録紙をスプロケットドラムに合わせる 

記録紙の穴をスプロケットドラムの歯に合わせます。記録紙は、スプロケットドラムに沿うようにセットして

ください。記録紙の先端を記録紙受けに落としていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.9 記録紙をスプロケットドラムに合わせる（チャートホルダ断面図） 

 

（9） チャートカバー、チャート押さえを閉じる 

チャートカバーとチャート押さえを矢印の方向に閉じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.10 チャートカバー、チャート押さえを閉じる 

左右の穴を平行にしてくだ

さい。 

記録紙 

記録紙 

記録紙受け 格納室 

スプロケットドラムの歯と

記録紙の穴がずれないよ

うにしてください。 

スプロケットドラムの歯 

チャート押さえ 

チャートカバー 
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（10） スプロケットドラムのギヤを回す 

手で紙送りを確認します。スプロケットドラムのギヤを回し、記録紙を送り出します。 

（記録紙送りは、４折り分程度が適当です。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.11  紙送りを確認する 

 

（11） チャートホルダを取り付ける 

チャートホルダをケースの中へ、ロックされるまで水平に差し込んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.12 チャートホルダを取り付ける 

スプロケットドラムの左端にあ

るギヤを矢印の方向へ回しま

す。 

記録紙受け 

チャート押さえ 

差し込むときは、記録紙受け

を押してください。 
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（12） ペンダウンして、ドアを閉めます 

ペンアップレバーでペンを下げます。ドアを閉め、ドアロックを確認してください。 

ペンアップレバーは、ケース内側の右端にあります。指で下にさげてください。 

 

（13） 「ＦＥＥＤ」キーを押して、紙送りを確認する 

ディスプレイキーボードの「ＦＥＥＤ」キーを押して記録紙を送ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.13  「ＦＥＥＤ」キーを押す 

 

（14） 「ＲＵＮ」キーを押して、運転を再開する 

 

▲
 

ＲUN  ＡＬＭ 

   
H 

L 

CH.No                DATA 

ＥＳＣ        ▲    

キーを押している間、記録

紙を送ります。キーから指

を離すと、紙送りが停止し

ます。 

キーを押し始めの頃は、

遅い速度で紙送りします。 

必ず記録紙が送られてい

るのを確認してから運転

を開始してください！！ 

ＲUN  ＭＥＮＵ  ＰＲＩＮＴ  ＦＥＥＤ      ＥＮＴ 
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5.2 カートリッジペンの取付 

 

 

 

 

 

(1) 「ＲＵＮ」キーを３秒以上押す 

記録動作を停止します。電源ＯＮ状態のまま「ＲＵＮ」キーを３秒以上押してください。 

記録動作が停止すると、ＲＵＮランプは消灯します。（２３頁 図５．１参照） 

 

ペン、プリンタは自動的に移動し、記録紙送りも停止します。１ペン（赤）は左側（約１５％）、２ペン（緑）は

右側（約８５％）を固定記録します。（２３頁 図５．２参照） 

 

(2) ドアを開く 

 

 

 

 

 

 

 

 

ドアフックを押して、ロックを外します。ドアを手前に開いてください。（２４頁 図５．３参照） 

 

(3) カートリッジペンを引き抜く 

カートリッジペンを手前に引き抜いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.14  カートリッジペンを引き抜く 

 

 

 注 意  

カートリッジペンの交換時は、必ず「ＲＵＮ」キーで記録動作を停止させてください。 

 注 意  

カートリッジペンを引き抜くときは、ペンパイプを持たないでください。ペンパイプが曲がって正しい記録

ができなくなる場合があります。 

ペンホルダ 

カートリッジペン 

ここに指をかけ

てください。 

ペンパイプ 

 注 意  

ドア全開時の角度は１３５゜です。それ以上開きますと、ケースのヒンジ（回転）部に過大な力が加わり破

損する場合があります。 

 警 告  

ドアの開閉時に指等を挟み込むと怪我をする可能性がありますので注意して下さい。 
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(4) ペン先キャップを取り外す 

新しいカートリッジペンのペン先キャップを取り外します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.15  ペン先キャップを取り外す 

 

(5) カートリッジペンを取り付ける 

ペンホルダにカートリッジペンを差し込みます。カチッと音がするまで、しっかりと差し込んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.16  カートリッジペンを取り付ける 

 

(6) 「ＲＵＮ」キーを押して、運転を再開する 

 

 

 

ペン先キャップ 

ペンホルダ 

カートリッジペン 

ここに指をかけ

てください。 

ペンパイプ 

１ペン（赤）を上、２

ペン（緑）を下に取

り付けてください。 
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5.3 リボンカセットの取付 

 

 

 

 

 

(1) 「ＲＵＮ」キーを３秒以上押す 

記録動作を停止します。電源ＯＮ状態のまま「ＲＵＮ」キーを３秒以上押してください。 

記録動作が停止すると、ＲＵＮランプは消灯します。（２３頁 図５．１参照） 

ペン、プリンタは自動的に移動し、記録紙送りも停止します。１ペン（赤）は左側（約１５％）、２ペン（緑）は

右側（約８５％）を固定記録します。（２３頁 図５．２参照） 

 

(2) ドアを開く 

 

 

 

 

 

 

 

 

ドアフックを押して、ロックを外します。ドアを手前に開いてください。（２４頁 図５．３参照） 

 

(3) ペンアップする 

ペンアップレバーを押し上げ、ペン先を記録紙から離します。（ペンアップします。２４頁 図５．４参照） 

ペンアップしないとカートリッジペンを傷めます。必ずペンアップしてください。 

 

(4) チャートボルダを取り出す 

チャートホルダ両サイドのレバーに指を掛けて、チャートホルダを手前に引き出します。（２５頁 図５．５参

照）ガイド軸、プリンタ、主軸は図のような配置になっています。（リボンカセットが取り付けてある時は、主

軸は見えません。） 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.17  ガイド軸、プリンタ、主軸の配置 

主軸 
プリンタ 

ガイド軸 

 注 意  

ドア全開時の角度は１３５゜です。それ以上開きますと、ケースのヒンジ（回転）部に過大な力が加わり破

損する場合があります。 

 警 告  

ドアの開閉時に指等を挟み込むと怪我をする可能性がありますので注意して下さい。 

 注 意  

リボンカセット交換時は、必ず「ＲＵＮ」キーで記録動作を停止させてください。記録動作ＲＵＮ状態で

チャートホルダを取り出すとインクリボンを傷付ける場合があります。ペンアップしないとカートリッジペ

ンを傷めます。必ずペンアップしてください。 
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(5) リボンカセットを下へ下げる（リボンカセットを外す） 

リボンカセットの両サイドをガイド軸から外します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.18  ガイド軸から外す 

 

(6) リボンカセットを斜め下へ引く 

リボンカセットを主軸から外します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.19 主軸から外す 

右横（断面）から見ると、リボンカセットのフックは、主軸をかむようにはめ込んであります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.20 リボンカセット断面図 

 

リボン 

ガイド軸 

リボンカセットの両

端を下げる。左右片

方ずつ、順番にガイ

ド軸から外してくだ

さい。 

主軸 

ガイド軸 

リボンカセット 

リボンカセットのフック

を、主軸から抜き取る

感覚で外してください。 

リボンカセット 

主軸 

フック 



―34― 

HXPRM10mnCT002 

(7)  リボンカセットを水平にする 

リボンカセットを引き抜く前に、水平にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.21 水平にする（リボンカセット断面図） 

 

(8) リボンカセットを引き抜く 

リボンカセットを水平に引き抜きます。 

リボンカセットのギヤがプリンタに当たる場合は、プリンタの位置を更に右側へ移動させてください。 

 

(9) インクリボンのたるみを取り除く（新しいインクリボンの取り付け） 

ギヤを矢印の方向へ回して、インクリボンのたるみを取り除きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.22 リボンカセットのたるみを取り除く 

 

リボンカセットのフックを

下に下げてください。 

リボンカセット 

主軸 

フック 

ギヤ 

インクリボン 

ギヤを矢印の方向

へ回してください。 
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(10) リボンカセットを水平に差し込む 

リボンカセットを水平にして差込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.23 リボンカセットを差し込む 

 

 

 

 

 

 

(11) リボンカセットを主軸に取り付ける 

リボンカセットを斜めにして、主軸に取り付けます。リボンカセットのフックが、主軸をかむようにはめ込ん

でください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.24 主軸に取り付ける（リボンカセット断面図） 

主軸 

ガイド軸 

リボンカセット 

 注 意  

カートリッジペン、リボンカセットを交換するときに、インクで手が汚れることがあります。石けんで洗い流

してください。 

水平に差し込む 

リボンカセット 

主軸 

主軸をかむように

斜め上へ 

はめ込むまで押し

上げると、カチッと

音がします。 

フック 
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(12) リボンカセットを押し上げる。 

リボンカセットの両サイドをガイド軸に取り付けます。リボンカセットのギヤがプリンタとかみ合わないとき

は、プリンタをわずかにスライドしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.25 ガイド軸に取り付ける 

 

 

(13) チャートホルダを取り付ける 

チャートホルダをケースの中へ、ロックされるまで水平に差し込んでください。（２８頁 図５．１２参照） 

 

 

(14) ペンダウンして、ドアを閉めます 

ペンアップレバーでペンを下げます。ドアを閉め、ドアロックを確認してください。 

 

 

(15) 「ＲＵＮ」キーを押して、運転を再開する 

 

リボン 

ガイド軸 

両サイドを、左右片側ずつガイ

ド軸へ取り付けてください。は

め込むとカチッと音がします。 
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 6章  運転 

6.1 運転開始 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本機器に電源スイッチはありません。 

電源を投入されますと、ドア前面のディスプレイが点灯します。 

初期画面を含めて約 5秒で、通常の動作状態（ユーザモード）になります。「RUN」ランプが消灯している場

合は、「RUN」キーを押して記録動作を開始してください。 

6.1.1 初期画面後の状態 

(1)ディスプレイ画面  ：状態表示の「RUN」ランプは電源 OFF以前の状態を保持しています。 

(2)印字データ処理  ：電源 OFF以前に動作していた印字処理は復電後、再開しません。 

(3)警報、自己診断動作  ：電源 OFF以前に発生した警報表示・出力等は復帰しません。 

(4)ﾃﾞｰﾀ表示・ﾁｬﾈﾙ No.表示 ：図 6.1のようになります。 

 

 

 

 

          

図 6.1 電源 ON時の表示画面 

 

 

 

 

 

 

［注 意］ 

① 停電が生じた場合も、復電後初期化処理を行い、上記の初期状態になります。 

② 初期化処理において印字データ処理の消去を行うため、印字中に電源が OFFとなった場合、復電 

後は印字動作を継続しません。 

③ 図6.1  

ます。 

 警 告  

電源電圧が本機器の仕様と合っていること、及び正しく保護接地されていることを確認してから電源を投

入してください。 

 注 意  

運転は、チャートホルダに記録紙とリボンカセットが正しく装着されていることを確認してから電源を投

入してください。記録紙未装着の状態でプリンタが動作すると、チャートホルダのスプロケットドラム（円

筒部分）を傷つける場合があります。 

       

 
 
 

       

 

ＲＵＮ ＡＬＭ 

Ｈ 

Ｌ 
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6.2 記録について 

6.2.1 記録色 

アナログ記録の各チャネルの記録色（標準）を表 6.1に示します。 

        表 6.1 記録色（標準） 

チャネル No. 色 

１ 赤色 

２ 緑色 

 

6.2.2 印字色 

各種のディジタル印字は紫色で記録されます。 

 

6.2.3 ペンギャップ 

１ペンと２ペンのギャップは、図６．２に示すようになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.2 ペンギャップ 

6.2.4 ペン／プリンタ間ギャップ 

１ペン、２ペンと印字間のギャップは、図６．３に示すようになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.3 ペン／プリンタ間ギャップ 

 

ＣＨ２ 

（緑） ＣＨ１ 

 

 

（赤） 

２㎜ 

２０．５㎜ 
２２．５㎜ 

２㎜ 

ＣＨ２ 

 

（緑） 

ＣＨ１ 

（赤） 

印字      ００ ＡＢＣ 
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6.2.5 プリンタギャップ補正 

プリンタの印字ヘッドとペン記録との印字ギャップを補正する機能です。 

ONにすると非同期印字内容を印字完了後、印字内容全体が１ペンの手前の位置（図 6.4参照） 

に来るように自動的に記録紙を送ります。これにより印字内容をすぐに確認することが出来ます。 

DI非同期印字、非同期定刻印字のみ有効となる機能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.4 プリンタギャップ補正 

6.3 記録をする 

6.3.1 記録をスタート／ストップする 

「RUN」キーを押すことで、記録のスタート／ストップを切り替えます。 

ストップ状態にするには「RUN」キーを 3秒以上長押ししてください。 

ストップ状態になると、「RUN」ランプが消灯します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.3.2 紙送りをする 

「FEED」キーを押している間、記録紙が早送りされ、手を離すとストップします。 

［注 意］ 

① 電源投入時は前回電源断時の状態を継続します。 

② DI入力（オプション）で記録スタート／ストップの制御を行う場合、「RUN」キーによる記録のスタート 

／ストップの切り替えはできません。 

③ ストップ時、１ペン（赤）は左側（約１５％）、２ペン（緑）は右側（約８５％）の位置を保持します。また、 

記録紙送りは停止します。フィード動作は可能です。 

１ペン 

 

 

 

・ プリンタギャップ補正ＯＦＦ 

12:00    STOP MEAS. 

・ プリンタギャップ補正ＯＮ 

 

１ペン 

 

 

 
ギャップ補正（強制送り） 

12:00    STOP MEAS. 
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6.3.3 印字サンプル 

定刻印字・警報印字例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.5 印字サンプル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Oct.20.06 20:55 End 

 

Oct.20.06 

20:00 

      ▼1H1 20:29 

      ▲2L2 20:28 

1:    34.0℃ 

2:    20.149℃ 

      ▲1H1＊20:19 

       

100mm/h 

 

Oct.20.06 19:00 Start 

 

 

Oct.20.06 19:00 Start 

 

 

 

［参 考］ 
警報印字、コメント印字、日付時刻印字、記録開始／終了印字は他の印字を行っていてすぐに印字でき

なかった場合、印字待ちの状態になります。印字待ちは警報発生・復帰合計で６件、コメント印字・日付

時刻印字・記録開始／終了印字合計で５件まで貯める事ができます。これ以上印字を貯める事ができな

い状態で新たな印字が発生してしまったときは、印字を行いません。その最後の印字に「＊」マークを付

加し、次の印字が行われなかった事を示します。また、非同期印字の優先順位は全ての同期印字より高

くなっています。印字の優先順位については次頁を参照してください。（“同期印字”はアナログ記録に同

期してディジタル印字するもので“非同期印字”はアナログ記録を中断してディジタル印字を実行し、印字

完了後アナログ記録を再開するものです。） 

［注 意］ 
定刻印字開始時刻に前回の定刻印字が終了していない場合は、新しい定刻印字内容はキャンセルさ

れ、印字されません。このような場合は定刻印字の印字インターバルを延ばしてください。 

警報印字 

発生／解除、チャネルＮｏ．、
警報種類、レベルの印字を行
います。  は警報発生、  は
警報復帰を示します。 

記録紙送り速度 

定刻印字 

日時、チャネルＮｏ．、測定
値、単位の印字をします。 

測定値 

スキップ時は「＊＊＊＊＊」と
印字します。ディジタルプリント
ＯＦＦのチャネルは印字を行い
ません。 

日付・時刻 

［参考］参照 

記録開始印字 

記録終了印字 
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6.4 ディジタル印字をする 

以下のディジタル印字はキー操作で行います。 

●マニュアルプリント    ●エンジニアリングリスト印字 

●リスト印字         ●記録開始／終了印字 

以下のディジタル印字は、DI入力で行います。 

●DIマニュアルプリント   ●DI日付時刻印字 

●DIコメント印字 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.4.1 マニュアルプリントをする 

マニュアルプリントは、記録紙上に以下の内容を印字します。 

 時刻／年月日 

 チャネル No．またはタグ設定文字 

 発生警報種類／最新測定値／単位 

 

(1) マニュアルプリント動作手順 

  ①「PRINT」キーを押します。 

  ②「PRINT ENT」キーを押します。 

  ③「PRINT ENT」キーを押すと、実行します。 

マニュアルプリントが始まると、自動的にデータ表示画面に戻ります。また、マニュアルプリントが終了する

と、マニュアルプリント開始以前の状態に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

［注 意］ 

① マニュアルプリント実行中、アナログ記録は継続しますが、記録紙は強制送りとなります。 

② マニュアルプリント実行中に警報が発生した場合は、マニュアルプリント終了時点で警報印字を行い 

ます。 

［参考］ 
印字動作には、下記の優先順位があります。同時に複数の印字を起動した場合、上位のものを先に印字し

ます。下位の印字動作は上位の印字動作が終了した後印字します。 

 

 

 

 

 

 

 

“同期印字”はアナログ記録に同期してディジタル印字するもので“非同期印字”はアナログ記録を中断して

ディジタル印字を実行し、印字完了後アナログ記録を再開するものです。 

リスト印字 

ﾏﾆｭｱﾙﾌﾟﾘﾝﾄ 

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞﾘｽﾄ印字 

警報発生印字 

警報復帰印字 

DI ｺﾒﾝﾄ印字 

DI日付時刻印字 

記録紙開始/終了印字 

（同期） 

 

   高い                       優先順位                       低い 

定刻印字 

(同期) 

DI ﾏﾆｭｱﾙﾌﾟﾘﾝﾄ 

(同期) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DI ｺﾒﾝﾄ印字 

(非同期) 

DI日付時刻印字 

(非同期) 

記録紙開始/終了印字 

（非同期） 

DI ﾏﾆｭｱﾙﾌﾟﾘﾝﾄ 

(非同期) 

定刻印字 

(非同期) 
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(2) マニュアルプリント中止手順 

  ①「PRINT」キーを押します。 

  ②「PRINT ENT」キーを押します。 

  ③「PRINT ENT」キーを押すと、中止します。 

ただし、印字中の行については、その行の印字が完了するまで印字動作は継続します。 

マニュアルプリントは中止され、マニュアルプリント開始以前の状態に戻ります。 

 

 

 

 

 

図 6.6 マニュアルプリント 

 

 

 

6.4.2 リスト印字をする 

リスト印字は、記録紙上に以下に示す本機器の設定内容を印字します。 

 日付／時刻／紙送り速度／第 2記録紙送り速度 

 チャネルＮｏ．／レンジ／タグ／演算／スケーリング値／単位 

 設定警報種類 

 コメント／その他 

 

(1) リスト印字動作手順 

  ①「PRINT」キーを押します。 

  ②「PRINT ENT」キーを押します。 

  ③「PRINT ENT」キーを押すと、実行します。 

リスト印字が始まると、自動的にデータ表示画面に戻ります。 

また、リスト印字が終了すると、リスト印字開始以前の状態に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

［注 意］ 

① リスト印字実行中、アナログ記録は継続しますが、記録紙は強制送りとなります。 

② リスト印字実行中に警報が発生した場合は、リスト印字終了時点で警報印字を行います。 

 
Mar.16.00 13:38 

1:      23.3℃ 

2:    22.992mV 

［注 意］ 

ディジタルプリントＯＦＦのチャネルの測定値は印字を行いません。 
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(2) リスト印字中止手順 

  ①「PRINT」キーを押します。 

  ②「PRINT ENT」キーを押します。 

  ③「PRINT ENT」キーを押すと、中止します。 

ただし、印字中の行については、その行の印字が完了するまで印字動作は継続します。 

リスト印字は中止され、リスト印字開始以前の状態に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.7 リスト印字 

 

 

 Mar.08.00 13:12 

CHART   (1)   20 mm/h 

SPEED   (2)12000 mm/h 

 

 CH1  Type K 

TAG01 NORMAL 

    0.0    50.0℃ 

 

*CH2  mA 

      SCALE  

   4.00   20.00mA 

   0.00  100.00% 

 

CH:LV     ALM    RLY 

 1:1  H    28.0  1 

 1:2  L    18.0 

 2:4  H   30.00  3 

 

CH   DIGITAL ZONE(mm) 

1    ON        0- 50 

2    OFF      50-100 

 

CH PARTIAL 

2  50   40.00% 

 

COMMENT 

 2 = TRMC PEN 

 3 = 123456789012 

各チャネルの定刻印字ＯＮ／
ＯＦＦ、ゾーン記録、部分圧縮
拡大の設定値。 

各チャネルの入力レンジ、タグ
の設定値、入力範囲、スケー
リング値を印字します。スキッ
プの場合、チャネルＮｏ．の先
頭に「＊」がつきます。 

コメント印字の設定文字 

ただし、ＤＩにコメント印字が設
定されていない場合は印字を
行いません。 

警 報 の 設 定
値、リレーを印
字します。 

リスト印字の
日付・時刻 

記録紙送り速
度の設定値 

（２）はＤＩオプ
ション取付時
有効 
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6.4.3 エンジニアリングリスト印字をする 

エンジニアリングリスト印字は、記録紙上に以下に示す本機器の設定内容を印字します。 

 アナログ記録方式 

 ディジタル印字方式 

 バーンアウト／RJCなどの機能有無 

 

(1) エンジニアリングリスト印字動作手順 

  ①「MENU」キーを押します。 

  ②「PRINT ENT」キーを押します。 

  ③「PRINT ENT」キーを押すと、実行します。 

エンジニアリングリスト印字が始まると、自動的にデータ表示画面に戻ります。 

また、エンジニアリングリスト印字が終了すると、リスト印字開始以前の状態に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

［注 意］ 

① エンジニアリングリスト印字実行中、アナログ記録は継続しますが、記録紙は強制送りとなります。 

② エンジニアリングリスト印字実行中に警報が発生した場合は、エンジニアリングリスト印字終了時点で 

警報印字を行います。 
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(2) エンジニアリングリスト印字中止手順 

  ①「MENU」キーを押します。 

  ②「PRINT ENT」キーを押します。 

  ③「PRINT ENT」キーを押すと、中止します。 

ただし、印字中の行については、その行の印字が完了するまで印字動作は継続します。 

エンジニアリングリスト印字は中止され、リスト印字開始以前の状態に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.8 エンジニアリングリスト印字 

 ENGINEERING  LIST 

 

RUN CH／TAG ALM_PR 

INT CH      ON1 

D_PR START  INT  

ON   00:00  1h 

SYNC/ASYNC 

SYNC 

PG.ADJ 

ON 

RUN.PRINT 

SYNC 

 

ALM_HYS TEMP 

ON ℃ 

 

CH RJC μV(REFCH) 

   B.OUT OFFSET 

   FILTER 

 1 INT 

   ON     10.0 

   1.0000 

 2 EXT     805 

   ON      0.0 

   0.8000 

 

COM_ADR  01 

SPEED    9600bps 

DATA     8bit 

PARITY   NONE 

STOP     1bit 

DI 1:COMMENT1 

   2:MAN_PRINT 

   3:TIMEPRINT 

警報印字設定 

  ：ＯＮ１(発生・復帰印字) 

定刻印字設定－ＯＮ／ＯＦＦ、
スタート時刻、インターバル 

定刻印字：ＯＮ 

スタート００：００ 

インターバル：１ｈ 

定刻印字同期／非同期：同期 

プリンタギャップ補正：ＯＮ 

記録開始／終了印字：同期 

チャネルナンバ／ 

タグ設定 

  ：ＣＨ 

ＲＵＮ／ＳＴＯＰの
内外切替設定 

 ：ＩＮＴ（キー） 

通信機能の設定 

リモート機能の 

設定 

ＤＩオプション取
付時有効 

アラーム 

ヒステリシス設定 

  ：ＯＮ 

℃／゜Ｆ設定 

日本国内では℃固定
になっています。 

各チャネルのＲＪＣの設定、ＲＪ
Ｃのリファレンス設定、バーンア
ウト設定、オフセット設定、ディ
ジタルフィルタの設定 

 １ＣＨ ２ＣＨ 

ＲＪＣ ：ＩＮＴ ＥＸＴ 

ＲＥＦ ：無 ８０５μＶ 

Ｂ．ＯＵＴ ：ＯＮ ＯＮ 

オフセット ：１０．０ ０．０ 

フィルタ ：１．０ ０．８ 
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6.4.4 記録紙開始／終了印字をする 

記録開始／終了印字は、記録動作を開始／終了したときに記録紙上に開始時刻・終了時刻を印字します。

印字動作はエンジニアリングモードの「記録開始／終了設定」（7.2.6項（6） 84頁参照）にて設定します。 

・「 」…… 記録開始印字を同期で印字します。 

 記録終了印字は非同期で印字します。 

・「 」… 記録開始／終了印字を非同期で印字します。 

・「 」……… 記録開始／終了印字を行いません。 

（１） 記録開始印字 

記録停止状態から RUNキーを押して記録状態にします。 

印字が開始されます。 

記録開始／終了設定が「OFF」の時は印字されません。 

（２） 記録終了印字 

記録開始状態から RUNキーを長押しし、記録停止状態にします。 

印字が開始されます。 

記録開始／終了設定が「OFF」の時は印字されません。 

 

 

 

 

 

6.4.5 DI マニュアルプリントをする（DI オプション装着時） 

DIマニュアルプリントは、DIの OFF→ONにより、記録紙上に現在測定値と時刻の印字を行います。 

印字内容は 6.4.1項「マニュアルプリント」と同じです。 

（１）エンジニアリングモードの「DI機能」に設定する。 

詳細な設定方法は 7.2.9項「DI機能」を参照してください。 

「MAN-P」…同期印字でマニュアルプリントを行います。 

「AMAN.P」…非同期印字でマニュアルプリントを行います。 

（２）DI入力を入れる。 

DIマニュアルプリントは DI入力の OFF→ONの変化によって印字を行います。 

6.4.6 DI 日付時刻印字をする（DI オプション装着時） 

DI日付時刻印字は、DIの OFF→ONにより、記録紙上に現在の日付と時刻の印字を行います。 

（１）エンジニアリングモードの「DI機能」に設定する。 

詳細な設定方法は 7.2.9項「DI機能」を参照してください。 

「TIM-P」 ····· 同期印字で日付時刻印字を行います。 

「ATIM.P」 ···· 非同期印字で日付時刻印字を行います。 

（２）DI入力を入れる。 

DI日付時刻印字は DI入力の OFF→ONの変化によって印字を行います。 

 注 意  

記録開始／終了動作が DI アサインされている場合、キーを押しても印字は開始されません。この場合

DI動作により印字が行われます。 
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6.4.7 DI コメント印字をする（DI オプション装着時） 

DIコメント印字は、DIの OFF→ONにより、記録紙上に設定された内容のコメント印字を行います。 

（１）エンジニアリングモードの「DI機能」に設定する。 

詳細な設定方法は 7.2.9項「DI機能」を参照してください。 

「CMNT1，CMNT2，CMNT3」……同期印字でコメント印字を行います。 

「ACMT1，ACMT2，ACMT3」……非同期印字でコメント印字を行います。 

（２）DI入力を入れる。 

DIコメント印字は DI入力の OFF→ONの変化によって印字を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.9 日付時刻印字，コメント印字 

   

May.10.06 20:30 

       

20:10 No.01 OPEN 

 

  

日付時刻印字 

コメント印字 
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6.5 表示を切り替える  

表示の選択手順 

①「MENU ENT」キーを押します。 

②「PRINT」キーで以下のメニューから必要な表示画面を選択し、「ENT」キーを押します。 

□」が表示されます。 

 「PRINT」キーで表示させるチャネル番号を選択し、「ENT」キーを押します。 

  （AUTO） ：オート表示 

  （MAN） ：マニュアル表示 

  （DATE） ：日付表示 

  （TIME） ：時刻表示 

  （OFF）     ：表示オフ 

6.5.1 オート表示  

２．４秒おきに、各チャネルの測定データを順次表示します。 

測定データは１２０ｍｓでデータを更新します。 

 

 

 

6.5.2 マニュアル表示  

特定チャネルの測定値を表示周期（１２０ｍｓ）でデータ更新して表示します。表示内容はオート表示と同じ

です。「ENT」キーを押すと表示しているチャネル No．が変わります。 

6.5.3 日付表示  

月、日を表示します。閏年の調整は自動的に行います。 

 

     １０月１８日の表示例 

        

6.5.4 時刻表示  

時間、分を表示します。 

 

     １２時１５分の表示例 

        

6.5.5 表示オフ  

測定値の表示をオフにします。キー操作は通常どおりですので、オフから他の表示へ変更させるには上記

の①～③を行います。 

月      日 

  

時      分 

  

測定値（５桁） 

チャネル番号    

Ｈ：上限警報 

Ｌ：下限警報 

Ｈ 



―49― 

HXPRM10mnCT002 

 7章  機器の設定 

7.1 セットアップモードの設定 

 

セットアップモードに入るためのキー操作方法 

「MENU」キーを 3秒以上押し、セットアップモードに入ります。 

その際、約１秒間ソフトウェアのバージョンが以下のように表示され、その後レンジの設定画面が表示され

ます。 

 

セットアップモードから記録状態（ユーザモード）に戻るには「MENU」キーを 3秒以上押します。 

 

ここでは、以下の項目の設定方法について説明してあります。 

以下にセットアップモードのディスプレイマップを記載します。操作は、△キーで設定項目を選択し必要な設

定を行います。 

 

 7.1.1 レンジの設定  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 7.1.2 警報の設定   

 

 

 

 

 

 

 

設定 

  

 

チャネル 

  電圧､電流入力の設定 

  熱電対入力の設定 

  測温抵抗体入力の設定 

  ｽｹｰﾘﾝｸﾞの設定 

  開平記録の設定 

  ﾃﾞｹｰﾄﾞ記録の設定 

  ﾁｬﾈﾙ間差の設定 

  ﾁｬﾈﾙ間和の設定 

  ﾁｬﾈﾙ間平均の設定 

  ｽｷｯﾌﾟの設定 

 

モード 

  

 

  

 

 

 

  

 

 

設定 チャネル ON／OFF レベル 設定値 タイプ リレーON／OFF 

 

 

ﾘﾚｰ No. 

 

 

 

オプション 
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 7.1.3 単位の設定   

 

 

 

 

 

 

 

 

 7.1.4 記録紙送り速度の設定  

 

 

 

 

 

 7.1.5 日付時刻の設定 

 

 

 

 

 7.1.6 設定のコピー 

 

 

 

 

 7.1.7 その他の機能設定 (ｿﾞｰﾝ記録､部分圧縮拡大､ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ印字､ﾀｸﾞ､ｺﾒﾝﾄ文字)  

 

 

 

 

 

 

 エンジニアリングモード移行 

 

 

 

      ゾーン記録の設定 

 部分圧縮拡大の設定 

   ディジタル印字の設定 

        タグの設定  

 コメント文字の設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定 

 

モード 

設定 

 

ｺﾋﾟｰ元ﾁｬﾈﾙ 

         

ｺﾋﾟｰ先ﾁｬﾈﾙ 設定値のコピー 

設定 

 

 

 

第 1,2記録紙送り速度 

 

記録紙送り速度 

 

 

記録紙送り速度の設定 

  

時刻 設定 

 

年 

      

月日 
年月日時刻の設定 

エンジニアリングモード設定に入る。 

パスワード入力（７６頁エンジニアリングモード参照） 

設定 

 

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ 

  

 

 

 

 

 

 

     

     

     

 

設定 チャネル コード No. 文字 No. 

（゜） 

 

終了 

単位コードの設定  
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表 7.1 セットアップモードの初期設定値 

設定項目 初期設定 備考 

★ﾚﾝｼﾞ(全ﾁｬﾈﾙ) 
±10mV DC 

ｽｹｰﾘﾝｸﾞ 0～100.0(単位℃) 
 

★警報(全ﾁｬﾈﾙ) 全ﾚﾍﾞﾙ警報 OFF､ﾘﾚｰ OFF  

★単位(全ﾁｬﾈﾙ) ｢℃｣ (BF 43 00)  

★記録紙送り速度 
第 1記録紙送り速度:20mm/h 

第 2記録紙送り速度:20mm/h 
 

★時計 2000/01/01 00:00 現在の時刻に設定されています｡ 

★ｿﾞｰﾝ記録(全ﾁｬﾈﾙ) 0～100(%)  

★部分圧縮拡大(全ﾁｬﾈﾙ) OFF  

★ディジタル印字(全ﾁｬﾈﾙ) ＯＮ  

★TAG印字文字(全ﾁｬﾈﾙ) ｢(5文字目まで空白)｣  

★ｺﾒﾝﾄ印字文字(1～3) ｢(12文字目まで空白)｣  
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7.1.1 レンジの設定 

(1) 設定方法 

  本機器はマルチレンジ方式となっており、各チャネルごとにレンジを設定できます。 

  操作は「△」キーを押して、順にモード①から⑩へ送ります。 

  電圧、電流、熱電対、測温抵抗体の入力信号は下記から選択します。（モード①～③） 

  直流電圧 ：±10， 0～20， 0～50， ±200mV DC， ±1， 0～5， ±10V DC 

  直流電流 ：4～20mA DC（シャント抵抗外付け：250Ω） 

  熱電対 ：B， R， S， K， E， J， T， C， Au-Fe， N， PR10-20， PLⅡ， U， L 

  測温抵抗体：Pt100， JPt100 

熱電対、及び測温抵抗体は設定するスパン点により、自動的に最適なレンジが選択されます。 

また、スケーリング、開平、デケード、チャネル間差／和／平均の演算も可能です。 

（モード④～⑨）不要チャネルはスキップできます。（モード⑩） 

 

設定 チャネル モード 操作キー 

 

  

  

 

①  △キー 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

②  

③  

④  

⑤  

⑥  

⑦  

⑧  

⑨  

⑩  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各チャネル毎
に設定可能 

［注 意］ 
小数点位置が任意設定できるのは「スケーリング」と「開平」のモードです。電圧・電流・熱電対・測温抵抗

体入力であっても小数点位置を変更する場合は「スケーリング」で設定します。小数点固定の場合は以

下の通りです。 

 

入力 小数点以下桁数 入力 小数点以下桁数 

mV 

±1， 0～5V 

±10V 

mA 

２桁 

３桁 

２桁 

２桁 

＊＊＊ ．＊＊ 

＊＊ ．＊＊＊ 

＊＊＊ ．＊＊ 

＊＊＊ ．＊＊ 

熱電対 

測温抵抗体 

±200mV DC 

１桁 

１桁 

１桁 

＊＊＊＊．＊ 

＊＊＊＊．＊ 

＊＊＊＊．＊ 
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(2)  

直流電圧、電流、熱電対、測温抵抗体の測定を行います。 

［設定例］ １チャネルに熱電対Ｔを設定する。（Ｔ：－１００～３００℃） 

 

 

「MENU」キーを 3 秒以上押し続け、セットアップモード

「ENT」キーを押します。 

「△」キーで設定チャネルを選択し、「ENT」キーを押し

ます。  

「△」キーでモードを選択し、「ENT」キーを押します。 

 

「△」キーでタイプを選択し、「ENT」キーを押します。 

 

「△」キーで符号、数値を選択し、「  」キーで桁移動し

ます。「ENT」キーを押します。 

 

「△」キーで符号、数値を選択し、「  」キーで桁移動し

ます。「ENT」キーを押します。 

 

「ENT」キーを押します。設定完了です。 

ユーザモードに戻る場合は、「MENU」キーを 3秒以上

押し続けます。 

 

 

 

 

 

 

 

［注 意］ 

 間違った数値を入力しますと、   または   のエラーを表示します。

「ENT」キーを押して、正しい数値を再入力してください。 

 スケーリングの必要のないレンジ設定、特に熱電対、測温抵抗体で小数点位置（小数点以下１桁）   

ださい。 

  

   

表示 操作キー 操作説明 

 MENU 

ESC 

3秒 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

 
FEED 

 
PRINT 

 
ENT 

 
FEED 

 
PRINT 

 
ENT 

 
ENT 

   

   

   

   

   

   

（スパン点設定） 

（ゼロ点設定） 
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            「」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［注 意］ 
ENT」キーを押してレンジを選択します。 

レンジの中から「△」キーでタイプを選択することができます。 

 

                   「ENT」キー 

  ±１０mV 

  ０～２０mV 

  ０～５０mV 

  ±２００mV 

  ±１Ｖ 

  ０～５Ｖ 

  ±１０Ｖ 

  ４～２０ｍＡ 

 

 

レンジ 

 

  
 

モード 

  Ｂ 

  Ｒ 

  Ｓ 

  Ｋ 

  Ｅ 

  Ｊ 

  Ｔ 

  Ｃ 

  Ａｕ－Ｆｅ 

  Ｎ 

  ＰＲ４０－２０ 

  ＰＬⅡ 

  Ｕ 

  Ｌ 

  

  
 

  Ｐｔ１００ 

  ＪＰｔ１００ 
  

  
 

［参 考］ 

・ 下記レンジは測定範囲により精度が異なるレンジが複数存在します。設定するスパン点により、 

自動的に最適なレンジが選択されます。 

  ：R,K,E,J,T 

  ：Pt100,JPt100 
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(3) ） 

VOLT、TC、RTDの入力を任意の物理量に変換します。 

単位の設定も行うことができます。（7.1.3項６５頁参照） 

［設定例］ １チャネルに電圧０～４０mV、スケール０００．００～１００．００を設定する。 

 

 

「MENU」キーを 3 秒以上押し続け、セットアップモード

「ENT」キーを押します。 

 

「△」キーで設定チャネルを選択し、「ENT」キーを押し

ます。  

ENT」キーを押し

ます。 

 

ENT」キーを押しま

力のスケーリングができます。 

 

「△」キーでレンジ（５０mV）を選択し、「ENT」キーを押

します。 

 

「△」キーで数値を選択し、「  」キーで桁移動します。

「ENT」キーを押します。 

 

 

 

 

 

 

「△」キーで数値を選択し、「  」キーで桁移動します。

「ENT」キーを押します。 

 

 

 

 

 

 

 
FEED 

 
PRINT 

 
ENT 

表示 操作キー 操作説明 

   

（スパン入力値） 

［注 意］ 
ＴＣ、ＲＴＤ入力の場合、ゼロ入力値はゼロ側スケール値と等しく設定してください。次ページ（＊1）を参照

してください。 

［注 意］ 
ＴＣ、ＲＴＤ入力の場合、スパン入力値はスパン側スケール値と等しく設定してください。次ページ（＊2）を

参照してください。 

 MENU 

ESC 

3秒 

 
PRINT 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

 
FEED 

 
PRINT 

 
ENT 

   

   

   

   

   

（ゼロ入力値） 
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「△」キーで数値を選択し、「   」キーで桁移動します。 

 

 

最小桁（右端）より更に「   」キーを押し、小数点を点滅

させます。「△」キーで小数点位置を選択します。 

「ENT」キーを押します。 

 

「△」キーで数値を選択し、「  」キーで桁移動します。

「ENT」キーを押します。 

 

「ENT」キーを押します。設定完了です。 

ユーザモードに戻る場合は、「MENU」キーを 3秒以上

押し続けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 
FEED 

 
PRINT 

 
ENT 

 
FEED 

 
PRINT 

 
FEED 

 
PRINT 

 
ENT 

 
ENT 

  

 

 

   

   

   

（小数点） 

（ゼロ側スケール値）（＊1） 

（スパン側スケール値）（＊2） 

［注 意］ 
間違った数値を入力しますと、   または   または、   
 

のエラーを表示します。「ENT」キーを押して、正しい数値を再入力してください。 
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(4)  

電圧入力の平方根を計算し、その値をスケーリングします。単位の設定（7.1.3 項 65 頁参照）を行うことが

できます。 

［設定例］ １チャネルに電圧０～４０mV､スケール０００．００～１００．００を設定する｡ 

 

 

「MENU」キーを 3 秒以上押し続け、セットアップモード

「ENT」キーを押します。 

「△」キーで設定チャネルを選択し、「ENT」キーを押し

ます。  

ENT」キーを押しま

す。 

「△」キーでレンジ（５０mV）を選択し、「ENT」キーを押

します。 

「△」キーで数値を選択し、「   」キーで桁移動します。

「ENT」キーを押します。 

 

「△」キーで数値を選択し、「   」キーで桁移動します。

「ENT」キーを押します。 

 

「△」キーで数値を選択し、「    」キーで桁移動します。 

 

 

最小桁（右端）より更に「   」キーを押し、小数点を点滅

させます。「△」キーで小数点位置を選択します。 

「ENT」キーを押します。 

 

「△」キーで数値を選択し、「   」キーで桁移動します。

「ENT」キーを押します。 

 

「ENT」キーを押します。設定完了です。 

ユーザモードに戻る場合は、「MENU」キーを 3秒以上

押し続けます。 

 

 

 

 
FEED 

 
PRINT 

 MENU 

ESC 

3秒 

 
PRINT 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

 
FEED 

 
PRINT 

 
ENT 

 
FEED 

 
PRINT 

 
ENT 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

 
FEED 

表示 操作キー 操作説明 

   

   

   

   

   

（スパン入力値） 

（ゼロ入力値） 

（ゼロ側スケール値） 

   

   

   

   

   

（小数点） 

（スパン側スケール値） 

［注 意］ 
間違った数値を入力しますと、   または   または、     
 

のエラーを表示します。「ENT」キーを押して、正しい数値を再入力してください。 

 
PRINT 

 
ENT 

 
FEED 
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開平演算について 

本機器の開平演算は以下の方式です。 

 各項目を次のように定義します。 

SPANL ：スパン下限値（スパンＬ） 

SPANR ：スパン上限値（スパンＲ） 

SCALL ：スケーリング下限値（スケールＬ） 

SCALR ：スケーリング上限値（スケールＲ） 

IN         ：入力電圧 

OUT ：出力（スケーリング値） 

 

 入力値が１％以上の時（１～１００％） 

                       

OUT＝（SCALR－SCALL）×                ＋ SCALL 

 

 入力値が１％以下の時 

 

OUT＝                  ×（IN－SPAN L）＋ SCAL L 

 

［設定例］ 前頁の設定を行った場合、入力に対する指示は以下のようになります。 

 

入力電圧（mV） ０ １０ ２０ ３０ ４０ 

指示値（％） ０．００ ５０．００ ７０．７１ ８６．６３ １００．００ 

 

 

 

 

 

 

ＩＮ－ＳＰＡＮＬ 

ＳＰＡＮR－ＳＰＡＮL 

10×（SCALR－SCALL） 

SPANR－SPANL 

［注 意］ 
ゼロ点付近では、スケーリング倍率と表示桁の関係で、ディジタル指示値がふらつく場合があります。 
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(5)  

電圧入力をスケーリングし、指数表示を行います。単位の設定（7.1.3項 65頁参照）を行うことができます。 

［設定例］ １チャネルに電圧０～５V､１．０×１００～１．０×１０５のデケードを設定する｡ 

 

 

「MENU」キーを 3 秒以上押し続け、セットアップモード

「ENT」キーを押します。 

「△」キーで設定チャネルを選択し、「ENT」キーを押し

ます。  

ENT」キーを押し

ます。 

「△」キーでレンジ（５Ｖ）を選択し、「ENT」キーを押しま

す。 

「△」キーで数値を選択し、「   」キーで桁移動します。

「ENT」キーを押します。 

 

「△」キーで数値を選択し、「   」キーで桁移動します。

「ENT」キーを押します。 

 

「△」キーで数値を選択し、「   」キーで桁移動します。

「ENT」キーを押します。 

 

「△」キーで数値を選択し、「   」キーで桁移動します。

「ENT」キーを押します。 

 

「ENT」キーを押します。設定完了です。 

ユーザモードに戻る場合は、「MENU」キーを 3秒以上

押し続けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 MENU 

ESC 

3秒 

 
PRINT 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

 
FEED 

 
PRINT 

 
ENT 

 
FEED 

 
PRINT 

 
ENT 

 
FEED 

 
FEED 

 
PRINT 

 
ENT 

表示 操作キー 操作説明 

   

   

   

   

   

（スパン入力値） 

（ゼロ入力値） 

（ゼロ側スケール値） 

    

   

   

   

（スパン側スケール値） 

［注 意］ 
間違った数値を入力しますと、   または   または、    
 

のエラーを表示します。「ENT」キーを押して、正しい数値を再入力してください。 
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デケード表示について 

各項目を次のように定義します。 

SPANL ：スパン下限値（スパンＬ） 

SPANR ：スパン上限値（スパンＲ） 

SCALL ：スケーリング下限値（スケールＬ） 

SCALR ：スケーリング上限値（スケールＲ） 

IN ：入力電圧 

OUT ：出力（スケーリング値） 

 

 デケード表示は以下の関係式に従います。 

 

OUT1 ＝ IN    ×                    ＋ 

OUT  ＝ 10
OUT1

 

 

LGSCALL ：Log10（SCALL） 

LGSCALR ：Log10（SCALR） 

 

 

 

 

 

［設定例］ 前頁の設定を行った場合、入力に対する指示は以下のようになります。 

 

入力電圧（Ｖ） ０．０ １．０ ２．５ ３．０ ５．０ 

指示値 １．０Ｅ０ １．０Ｅ１ ３．２Ｅ２ １．０Ｅ３ １．０Ｅ５ 

 

ＸＸＥＹＹ 

  ＸＸ：仮数部（１．０～９．９） 
  ＹＹ：指数部（－１９～１９） 
  ただし５デケードまでです。 

  （ｽｹｰﾘﾝｸﾞ上限－ｽｹｰﾘﾝｸﾞ下限が 

   1.0E5以下） 

［注 意］ 
デケードの出力は表示、印字に使用され、ペン記録には反映されません。 

LGSCALR－LGSCALL 

SPANR－SPANL 
SPANR×LGSCALL-SPANL×LGSCALR 

SPANR-SPANL 
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(6)  

VOLT、TC、RTDまたは SCALEの入力をチャネル間で演算し、出力します。 

［設定例］ ２チャネルから１チャネルの入力データを引いた値を設定する｡(０～４０ｍV) 

     “２チャネル(入力)－１チャネル(入力)”を２チャネルに記録､表示する｡ 

 

 

「MENU」キーを 3 秒以上押し続け、セットアップモード

「ENT」キーを押します。 

「△」キーで設定チャネルを選択し、「ENT」キーを押し

ます。  

 

ENT」キーを押しま

す。 

「△」キーで「引くチャネル」を選択し、「ENT」キーを押

します。 

 

「△」キーで数値を選択し、「  」キーで桁移動します。

「ENT」キーを押します。 

 

「△」キーで数値を選択し、「  」キーで桁移動します。

「ENT」キーを押します。 

 

「ENT」キーを押します。設定完了です。 

ユーザモードに戻る場合は、「MENU」キーを 3秒以上

押し続けます。 

 

 

 

 

 

 

差、和、平均について 

 設定するチャネルは、「差、和、平均」をとるチャネルより大きいチャネルでなければなりません。 

 設定チャネルのレンジ、スケールは「差、和、平均」をとるチャネルと同じになります。 

 演算後のレンジ値は本機器の最大レンジを超えることはできません。 

 基準チャネルには、電圧、電流、熱電対、測温抵抗体およびそれらのスケーリングのレンジ以外には設

定できません。 

表示 操作キー 操作説明 

   

   

   

   

（基準チャネル） 

（設定チャネル） 

   

   

      

（差演算後のスパン入力値） 

（差演算後のゼロ入力値） 

 MENU 

ESC 

3秒 

 
PRINT 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

 
FEED 

 
PRINT 

 
ENT 

 
FEED 

 
ENT 

［注 意］ 
間違った数値を入力しますと、    または   または、   
 

のエラーを表示します。「ENT」キーを押して、正しい数値を再入力してください。 
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(7)  

表示、記録を行わないチャネルに設定します。 

［設定例］ 2チャネルをスキップする。 

 

 

「MENU」キーを 3 秒以上押し続け、セットアップモード

「ENT」キーを押します。 

「△」キーで設定チャネルを選択し、「ENT」キーを押し

ます。  

ENT」キーを押しま

す。 

「ENT」キーを押します。設定完了です。 

ユーザモードに戻る場合は、「MENU」キーを 3秒以上

押し続けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示 操作キー 操作説明 

 MENU 

ESC 

3秒 

 
PRINT 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

 
ENT 

   

    

   

   

［注 意］ 

・ 全チャネルをスキップに設定すると   のエラーを表示します。少なくとも一つのチャネル

は測定に設定してください。 

・ スキップチャネルは、測定はしますが、表示、打点、警報判定はしません。入力結線しない場合は必ず

入力端子を短絡結線してください。 

・ 一度スキップした設定を元の測定に戻すときは、お手数ですがもう一度測定するレンジの設定を行って

下さい。 
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7.1.2 警報の設定 

設定内容 

各チャネルに、以下の２種類の警報設定ができます。また、１チャネルあたり最大４つの警報点（４レベル）

を設定できます。警報点を設定すると、測定値がこの値に達した時点で「ALM」が点灯すると同時に、記録紙

に警報発生を示す警報印字を行います。 

      測定値が警報設定点以上になった場合に警報を発します。 

      測定値が警報設定点以下になった場合に警報を発します。 

操作方法 

 

 

 

 

 

 

 

［設定例］ １チャネルの警報点（レベル１）に上限警報､設定値－２．０００､警報出力ﾘﾚｰＮｏ．１を設定する｡ 

 

 

「MENU」キーを 3 秒以上押し続け、セットアップモード

「ENT」キーを押します。 

「△」キーで設定チャネルを選択し、「ENT」キーを押し

ます。 

「△」キーで警報レベルを選択し、「ENT」キーを押しま

す。最大４レベルまで設定できます。 

「△」キーで警報設定のONを選択し、「ENT」キーを押

します。（「

示され設定が終了します。） 

「△」キーで警報種類を選び、「ENT」キーを押します。 

 

警報点を設定します。桁の移動は「  」キーで、数値の

選択は「△」キーで行います。設定が終了しましたら、

「ENT」キーを押してください。 

小数点位置はレンジにより固定されています。 

 

 

 MENU 

ESC 

3秒 

 
PRINT 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

 
FEED 

 
PRINT 

 
ENT 

表示 操作キー 操作説明 

   

   

   

   

       

   

［注 意］ 
警報点の設定途中で「ENT」キーを押すと、次の設定表示に変わってしまいます。 

   

 

 

 

 

設定 チャネル ON／OFF レベル 設定値 タイプ リレーON／OFF 

 

 

ﾘﾚｰ No. 

 

 

 

オプション 
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ここからの設定は、３リレー出力オプションが装着されている機種のみ有効となります。オプションの装着が

ENT ENT」キーを押し、設

定完了です。 

 

 

警報発生時に、警報出力リレーから警報出力を行うか

どうかの設定をします。「△」キーで警報出力の ON／

OFFを選び、「ENT」キーを押します。 

 

警報出力を ON に設定した場合、リレー番号の設定を

します。「△」キーで１～３の内からリレー番号を選び、

「ENT」キーを押します。 

 

「ENT」キーを押します。設定完了です。 

他のチャネルの設定を続けて行う場合は、「△」キーを

押し、チャネルを選択し、設定に入ります。 

ユーザモードに戻る場合は、「MENU」キーを 3秒以上

押し続けます。 

 

 

 

 

［注 意］ 
警報印字は、タグの設定がされていてもチャネル番号を印字します。 

 
PRINT 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

 
ENT 

表示 操作キー 操作説明 
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7.1.3 単位の設定 

設定内容 

各チャネルに単位を設定します。 

 

 

 

 

操作方法 

 

 

 

 

 

［設定例］ １チャネルに単位（℃）を設定する。 

 

 

「MENU」キーを 3 秒以上押し続け、セットアップモード

「ENT」キーを押します。 

「△」キーで設定チャネルを選択し、「ENT」キーを押し

ます。  

「△」、「  」キーで１文字目のコード No.を選択し、

「ENT」キーを押します。（６６頁「文字コード表」参照。） 

 

同様に２文字目を設定します。 

 

 

入力して終了します。「ENT」キーを押します。 

 

「ENT」キーを押します。設定完了です。 

ユーザモードに戻る場合は、「MENU」キーを 3秒以上

押し続けます。 

 

 

 

［注 意］ 

定してください。 

 MENU 

ESC 

3秒 

 
PRINT 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

 
FEED 

 
PRINT 

 
ENT 

 
FEED 

 
PRINT 

 
ENT 

 
FEED 

 
PRINT 

 
ENT 

 
ENT 

表示 操作キー 操作説明 

   

   

     

        （コード№） 

     

     

   

［注 意］ 
 

 

はレンジに合わせて自動的に決定されます。 

 

 

 

 

 

 

     

     

     

 （゜） 

 

終了 

設定 チャネル コード No. 文字 No. 
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(1)文字コード表 

 

 ２＊ ３＊ ４＊ ５＊ ６＊ ７＊ Ａ＊ Ｂ＊ Ｃ＊ Ｄ＊ Ｅ＊ Ｆ＊ 

＊０ ＳＰ ０ ＠ Ｐ  ｐ ０ 
０ 

 Π  π 

＊１ ！ １ Ａ Ｑ ａ ｑ １ 
１ 

Α Ρ α ρ 

＊２ ″ ２ Ｂ Ｒ ｂ ｒ ２ 
２ 

Β Σ β σ 

＊３ ＃ ３ Ｃ Ｓ ｃ ｓ ３ 
３ 

Γ Τ γ τ 

＊４ ＄ ４ Ｄ Ｔ ｄ ｔ ４ 
４ 

Δ Υ δ υ 

＊５ ％ ５ Ｅ Ｕ ｅ ｕ ５ 
５ 

Ε Φ ε φ 

＊６ ＆ ６ Ｆ Ｖ ｆ ｖ ６ 
６ 

Ζ Χ ζ χ 

＊７ ′ ７ Ｇ Ｗ ｇ ｗ ７ 
７ 

Η Ψ η ψ 

＊８ （ ８ Ｈ Ｘ ｈ ｘ ８ 
８ 

Θ Ω θ ω 

＊９ ） ９ Ｉ Ｙ ｉ ｙ ９ 
９ 

Ι  ι  

＊Ａ ＊ ： Ｊ Ｚ ｊ ｚ  
 

Κ  κ  

＊Ｂ ＋ ； Ｋ ［ ｋ ｛ ＋ 
＋ 

Λ  λ  

＊Ｃ ， ＜ Ｌ ￥ ｌ ｜ ±  Μ  μ  

＊Ｄ － ＝ Ｍ ］ ｍ ｝   Ν  ν  

＊Ｅ  ． ＞ Ｎ ＾ ｎ ￣ － 
－ 

Ξ  ξ  

＊Ｆ ／ ？ Ｏ ＿ ｏ  ｏ 
ｏ 

Ο  ο  

 

［設定例］ 「Ｃ」のコードＮｏ．は「４３」になります。 

 

 



―67― 

HXPRM10mnCT002 

7.1.4 記録紙送り速度の設定 

設定内容 

記録紙送り速度の設定をします。記録紙送り速度は、下の表から選択します。 

              表 7.2 記録紙送り速度（単位㎜/h） 

5 10 15 20 25 30 40 50 60 75 

80 90 100 120 150 160 180 200 240 300 

360 375 450 600 720 750 900 1200 1500 1800 

2400 3000 3600 4500 4800 5400 6000 7200 9000 10800 

12000  

 

操作方法 

 

 

 

 

［設定例］ 第 1記録紙送り速度に１５００㎜／hを設定する｡ 

 

「MENU」キーを 3 秒以上押し続け、セットアップモード

に入ります。「△」キーで「 」を表示させ、

「ENT」キーを押します。 

「△」キーで第１記録紙送り速度を選択し、「ENT」キー

を押します。 

 

 

 

 

 

 

「△」キーで第１記録紙送り速度を設定し、「ENT」キー

を押します。 

 

「ENT」キーを押します。 

ユーザモードに戻る場合は、「MENU」キーを 3秒以上

押し続けます。 

［注 意］ 
DIオプションを使って、記録紙送り速度切換を行う場合に、第２記録紙送り速度を設定します。DIオプ

ションが装着されていない場合、第２記録紙送り速度の設定は無効になります。 

設定 

 

 

 

第１，２記録紙送り速度 

 

記録紙送り速度 

 

 

表示 操作キー 操作説明 

 MENU 

ESC 

3秒 

 
PRINT 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

 
PRINT 

 
FEED 

 
ENT 

   

   

表示 操作キー 操作説明 
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7.1.5 日付時刻の設定 

設定方法 

内部時計の日付／時刻を設定します。 

 

 

 

 

［設定例］ ２０００年１月１日、６時００分に設定する。 

 

 

「MENU」キーを 3 秒以上押し続け、セットアップモード

「ENT」キーを押します。 

年を設定します。「△」キーで数値を選択し、「  」キー

で桁移動します。「ENT」キーを押します。 

 

月日を設定します。年の設定と同様に操作します。 

 

 

時刻（時・分）を設定します。年の設定と同様に操作し

ます。 

 

「ENT」キーを押します。 

ユーザモードに戻る場合は、「MENU」キーを 3秒以上

押し続けます。 

 

  

時刻 設定 

 

年 

      

月日 

［注 意］ 
紙送り速度による各印字の制限 

（紙送り速度が 120㎜/h以上の場合、 

右表の印字は行いません。） 

また、リスト印字、ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞﾘｽﾄ印字、 

ﾏﾆｭｱﾙﾌﾟﾘﾝﾄ（キー）、DIコメント印字（非同期）、DI日付時刻印字（非同期）、DI ﾏﾆｭｱﾙﾌﾟﾘﾝﾄ（非同期）、

定刻印字（非同期）、記録開始／終了印字（非同期）は紙送り速度にかかわらず一定速度で印字されま

す。 

印字種類 記録紙送り速度 

警報発生印字、警報復帰印字、DI コメント印

字（同期）、DI 日付時刻印字（同期）、DI ﾏﾆｭ

ｱﾙﾌﾟﾘﾝﾄ（同期）、記録開始印字（同期） 

５～１００（㎜/h） 

定刻印字（同期） １０～１００（㎜/h） 

 

 MENU 

ESC 

3秒 

 
PRINT 

 
ENT 

 
FEED 

 
PRINT 

 
ENT 

 
ENT 

 
FEED 

 
PRINT 

 
ENT 

 
FEED 

 
PRINT 

 
ENT 

表示 操作キー 操作説明 

   

    

   

   

   

［注 意］ 
実際には存在しない日付、時刻を入力しますと、   のエラーを表示します。 
 

「ENT」キーを押して、正しい数値を再入力してください。 



―69― 

HXPRM10mnCT002 

7.1.6 設定のコピー 

設定内容 

設定済みの１チャネルの設定内容をそのまま２チャネルに設定します。 

 

設定方法 

 

 

 

［設定例］ １チャネルの設定内容を２チャネルにコピーする。 

 

 

「MENU」キーを 3 秒以上押し続け、セットアップモード

「ENT」キーを押します。 

「△」キーでコピー元チャネルを選択し、「ENT」キーを

押します。 

「△」キーでコピー先チャネルを選択し、「ENT」キーを

押します。 

 

「ENT」キーを押します。 

ユーザモードに戻る場合は、「MENU」キーを 3秒以上

押し続けます。 

 

 

 MENU 

ESC 

3秒 

 
PRINT 

 
ENT 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

表示 操作キー 操作説明 

   

    

      

   

設定 

 

コピー元チャネル 

       

コピー先チャネル 

［注 意］ 
１チャネルの設定内容を２チャネルにコピーします。その逆はできません。 
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7.1.7 その他の機能設定 

本機器は下記の設定が可能です。 

設定内容 

 

 各チャネルの記録を重ならないように別エリアに分けて記録させることができます。 

 

 チャネルの測定データを１部圧縮または拡大して記録することができます。 

 

 各チャネルの測定データを印字するか否かを ON／OFFで指定します。 

 

 定刻印字、マニュアルプリントにチャネル番号の代わりに印字させるタグを設定できます。 

 タグはチャネル毎に最大５文字（６６頁「文字コード表」から選択）が設定できます。 

⑤  

 DIによって印字するコメント文字を設定できます。 

 コメント文字は３種類、最大１２文字（６６頁「文字コード表」から選択）が設定できます。 

 

設定方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ゾーン記録 

  部分圧縮拡大 

  ディジタル印字 

      タグ 

  コメント文字 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定 

 

モード 
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 (1)  

［設定例］ １チャネルのゼロ／スパンを２０－５０％の位置に記録するように設定する｡ 

 

 

「MENU」キーを 3 秒以上押し続け、セットアップモード

ENT」

キーを押します。 

ENT」キーを押し

ます。  

「△」キーで設定チャネルを選択し、「ENT」キーを押し

ます。 

ゼロ点の打点位置を％単位で設定します。「△」キー

で数値を選択し、「  」キーで桁移動します。「ENT」

キーを押します。 

スパン点の打点位置を％単位で設定します。ゼロ点と

同様の操作を行います。 

 

「ENT」キーを押します。設定完了です。 

ユーザモードに戻る場合は、「MENU」キーを 3秒以上

押し続けます。 

 

 

 

 
FEED 

 
PRINT 

 
ENT 

 MENU 

ESC 

3秒 

 
PRINT 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

 
FEED 

 
PRINT 

 
ENT 

 
ENT 

表示 操作キー 操作説明 

   

（左端位置の設定） 

   

   

       

（右端位置の設定） 

       

   

［注 意］ 
間違った数値を入力しますと、   または     のエラーを表示します。 
 

「ENT」キーを押して、正しい数値を再入力してください。 
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(2) 縮拡大） 

［設定例］ １チャネルのスケール０～１０００．０℃を境界点３０％で５００．０℃に設定する｡ 

 

 

 

 

 

 

「MENU」キーを 3 秒以上押し続け、セットアップモード

ENT」

キーを押します。  

ENT」キーを押しま

す。 

「△」キーで設定チャネルを選択し、「ENT」キーを押し

ます。 

ENT」キーを押します。 

 

境界点の位置を％単位で設定し、「ENT」キーを押しま

す。「△」キーで数値を選択し、「  」キーで桁移動しま

す。 

境界値を「０５００．０」に設定します。「△」キーで数値

を選択し、「  」キーで桁移動します。「ENT」キーを押

します。 

「ENT」キーを押します。設定完了です。 

ユーザモードに戻る場合は、「MENU」キーを 3秒以上

押し続けます。 

 

 

 

 

 

 

０℃  ５００．０℃              １０００．０℃ 

 

（０％） （３０％）               （１００％） 

 
ENT 

 MENU 

ESC 

3秒 

 
PRINT 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

 
FEED 

 
PRINT 

 
ENT 

 
FEED 

 
PRINT 

 
ENT 

表示 操作キー 操作説明 

   

   

   

        

       

   

   

［注 意］ 
間違った数値を入力しますと、   のエラーを表示します。「ENT」キーを押して、正しい 

 

数値を再入力してください。 



―73― 

HXPRM10mnCT002 

(3)  

［設定例］ 定刻印字、マニュアルプリントのチャネルデータの印字を全チャネル「ON」（印字する）に 

       設定する。 

 

 

「MENU」キーを 3 秒以上押し続け、セットアップモード

ENT」

キーを押します。  

ENT」キーを

押します。 

「△」キーで設定チャネルを選択し、「ENT」キーを押し

ます。 

ENT」キー

を押します。 

「ENT」キーを押します。設定完了です。 

ユーザモードに戻る場合は、「MENU」キーを 3秒以上

押し続けます。 

 

 

    各チャネルの設定を繰り返します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ENT 

 MENU 

ESC 

3秒 

 
PRINT 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

 
ENT 

表示 操作キー 操作説明 

   

   

   

        

   

   

   

［注 意］ 
レンジの設定でスキップを選択したチャネルを ON設定すると、「＊」で印字されます。 
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(4)  

［設定例］ １チャネルに「ＡＢ」を設定する。 

 

 

「MENU」キーを 3 秒以上押し続け、セットアップモード

ENT」

キーを押します。  

ENT」キーを押しま

す。 

「△」キーで設定チャネルを選択し、「ENT」キーを押し

ます。 

選択し、「  」キーで桁移動します。「ENT」キーを押し

ます。 

２文字目を同様に設定します。 

 

 

ENT」キーを押します。 

 

 

「ENT」キーを押します。設定完了です。 

ユーザモードに戻る場合は、「MENU」キーを 3秒以上

押し続けます。 

 

 

 

 MENU 

ESC 

3秒 

 
PRINT 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

 
ENT 

 
FEED 

 
PRINT 

 
ENT 

 
FEED 

 
PRINT 

 
ENT 

 
FEED 

 
PRINT 

 
ENT 

表示 操作キー 操作説明 

（１文字目の設定） 

   

   

   

     

（２文字目の設定） 

     

（３文字目の設定） 

     

   

［注 意］ 
 

（６６頁）を参照してください。 
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(5)  

［設定例］ ON」を設定する。 

 

 

「MENU」キーを 3 秒以上押し続け、セットアップモード

ENT」

キーを押します。  

ENT」キーを押し

ます。 

表示させ、「ENT」キーを押します。 

選択し、「  」キーで桁移動します。「ENT」キーを押し

ます。 

様の操作をします。 

 

様の操作をします。 

 

 

 

１２文字まである場合は、１２文字目までを同様に設定

します。 

 

 

 

 

「ENT」キーを押します。設定完了です。 

ユーザモードに戻る場合は、「MENU」キーを 3秒以上

押し続けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 
ENT 

 MENU 

ESC 

3秒 

 
PRINT 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

 
FEED 

 
PRINT 

 
ENT 

 
FEED 

 
PRINT 

 
ENT 

 
FEED 

 
PRINT 

 
ENT 

 

表示 操作キー 操作説明 

（１文字目の設定） 

   

   

   

     

（２文字目の設定） 

     

（３文字目の設定） 

     

   

 

 

 

（９文字目の設定） 

（１０文字目の設定） 

（１１文字目の設定） 

（１２文字目の設定） 

［注 意］ 

① 

コード表」（６６頁）を参照してください。 

② DI オプションが指定されていない場合、コメント印字の設定は機能しません。設定を行わないでくだ

さい。 
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7.2 さらに使いやすくするために（エンジニアリングモードの設定） 

 

エンジニアリングモードに入るためのキー操作方法 

「MENU ENT」キー

を押します。「００００」の画面になりますので、「△」キーで数値変更、「  」キーで桁移動し、パスワード「１１１

１」を入力して「ENT」キーを押します。画面に「RESET」が点滅表示されますので「ENT」キーを押すとリセット

後、エンジニアリングモードに入ります。 

 

ここでは、以下の項目の設定方法について説明してあります。 

以下にエンジニアリングモードのディスプレイマップを記載します。操作は、△キーで設定項目を選択し必

要な設定を行います。 

 

 7.2.1 警報ヒステリシス  

 

 

 

 

 7.2.2 バーンアウト ON/OFF  

 

 

 

 

 7.2.3 チャネルオフセット  

 

 

 

 

 7.2.4 基準接点補償方法  

 

 

 

 

 

 

設定 

  

ON/OFF 

 
    ヒステリシス幅を設定 

    ヒステリシス幅を解除 

 

 

設定 チャネル 

 
 

 

 

 

 

ON/OFF 

 
   バーンアウトを設定 

 バーンアウトを解除 

 

 

  オフセット値 

 

設定 チャネル 

 

OFFSET 

 
  

 

 

 

     内部補償 

 外部補償 

      外部チャネル入力補償 

 

設定 チャネル 

 

機能 
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 7.2.5 ディジタルフィルタ  

 

 

 

 

 7.2.6 記録に関する設定 

 

 

 

 

 

 

 7.2.7 通信機能の設定 

 

 

 

 

 

 7.2.8 セットアップデータおよび校正データの初期化 

 

   

 

 

 

 7.2.9 DI機能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      機能なし 

      記録スタート／STOP 

   記録紙送り速度切換 

    コメント１の印字（同期） 
   コメント２の印字（同期） 
   コメント３の印字（同期） 
   マニュアルプリント（同期） 
    日付時刻印字（同期） 
 コメント１の印字（非同期） 
   コメント２の印字（非同期） 
   コメント３の印字（非同期） 
   マニュアルプリント（非同期） 
    日付時刻印字（非同期） 

 

設定 DI No. 機能 

  

 

 

       ディジタルフィルタ値 

 

設定 チャネル 

 

フィルタ値 

  

設定 

 記録スタート／ストップの INT／EXT切換 

 タグ／チャネル印字の切換 

 警報印字の ON／OFF 

 定刻印字の ON／OFF 

 プリンタギャップ補正の ON／OFF 

    記録開始／終了印字の OFF／同期印字／非同期印字 

機能 

  

設定 

 

通信機能の設定 プロトコルの選択 

ローカルアドレスの設定 

 通信速度設定 

 データ長の設定 

 パリティビットの設定 

 ストップビットの設定 

 

設定 YES/NO 

 

 

 

 

 

 

セットアップモードの初期化 

工場出荷時の校正値へ戻す 
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 7.2.10 ポイントキャリブレーション 

 

 

 

 

 7.2.11 データキャリブレーション  

 

 

 

 

 7.3 エンジニアリングモードの終了 

 

 

 

 

 

 

 

         表 7.3 エンジニアリングモードの初期設定値 

設定項目 初期設定 備考 

★警報ヒステリシス ON(0.5%)  

★バーンアウト（全チャネル） OFF  

★チャネルオフセット（全チャネル） 0.0  

★RJC（全チャネル） 内部補償 INT  

★ディジタルフィルタ K=1.0000  

★RUN記録 

  RUN/STOP トリガ 

  Ch/TAG印字 

  警報印字   

  定刻印字 

  定刻印字起動間隔 

  定刻印字基準時刻 

  定刻印字 同期/非同期 

 プリンタギャップ補正 

記録開始／終了印字 

 

INT 

Ch 

OFF 

ON 

6H 

00:00 

SYNC(同期) 
OFF 

OFF 

 

｢RUN｣ｷｰで操作 

 

 

 

 

 

 

 

★COM(通信) 

  プロトコル 

アドレス 

  通信速度 

  データ長 

  パリティビット 

 ストップビット 

 

オリジナル 

01 

9600 

8bit 

なし 

1bit 

 

★DI(1～3Ch) OFF  

設定 

    ゼロ点調整 

    スパン点調整 

機能 

   

［注 意］ 

操作は 7.3項（87頁）を参照してください。 

設定 機能 

    電圧調整 

      測温抵抗体調整 

      内部基準接点補償の調整 

   

設定 機能 

 設定値の保存 

 設定値の解除 
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7.2.1 警報ヒステリシス 

警報発生時の値と警報復帰時の値に０．５％のヒステリシスを設けることができます｡(全警報共通）    

［設定例］ 警報ヒステリシスを OFFにする。 

 

 

エンジニアリングモードに入ります。（７６頁「キー操作

表示させ、「ENT」キーを押します。 

ENT」キーを押しま

す。 

 

7.2.2 バーンアウト ON／OFF 

バーンアウト High（スパン方向振り切れ）設定をチャネル毎に設定できます。 

［設定例］ ２チャネルにバーンアウト Highを設定する。 

 

 

エンジニアリングモードに入ります。（７６頁「キー操作

示させ、「ENT」キーを押します。 

ENT」キーを押しま

す。 

ENT」キーを押します。 

 

7.2.3 チャネルオフセット 

チャネルオフセットの設定は測定レンジに対して足す値を設定します。 

入力可能値は「-19999～99999」 

［設定例］ ２チャネルに足す値（３．０）を設定する。 

 

 

エンジニアリングモードに入ります。（７６頁「キー操作

表示させ、「ENT」キーを押します。 

ENT」キーを押しま

す。 

「△」キーで符号、数値変更または小数点移動し、  

「  」キーで桁移動させ、数値が決定したら、「ENT」

キーを押します。 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

表示 操作キー 操作説明 

   

      

 
PRINT 

 
ENT 

 
FEED 

 
PRINT 

 
ENT 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

表示 操作キー 操作説明 

   

   

   

 
PRINT 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

   

   

表示 操作キー 操作説明 
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7.2.4 基準接点補償方法 

熱電対入力時、基準接点（記録計入力端子）を０℃に補償を行う方法を設定します。 

補償の方法は以下の３つの補償方法があります。 

 記録計に内蔵している感温素子による補償（INT：内部補償） 

 外部にて基準接点補償後、記録計に入力する方法（EXT：外部補償）、 外部基準接点補償電圧は、 

「-19999～19999μV」までの入力が可能です。 

 外部の熱電対接続箱端子温度を記録計の１入力に接続して、他チャネルの入力で補償を行う方法

（CH：チャネル入力補償） 

本機器の出荷時は内部補償（INT）に設定されています。 

［設定例］ ２チャネルに外部基準接点補償電圧 391μV を設定する｡(熱電対 T 入力､外部 10℃で補償さ

れている例です｡T熱電対 10℃での起電力 391μVを入力します｡) 

 

 

エンジニアリングモードに入ります。（７６頁「キー操作

させ、「ENT」キーを押します。 

ENT」キーを押しま

す。 

ENT」キーを押しま

す。 

「△」キー、数値変更、「  」キーで桁移動させ、数値が

決定したら、「ENT」キーを押します。 

 

設定完了です。チャネルの設定に戻ります。 

 

［設定例］ ２チャネルの基準接点補償を１チャネルで入力する｡ 

 

 

エンジニアリングモードに入ります。（７６頁「キー操作

させ、「ENT」キーを押します。 

ENT」キーを押しま

す。 

ENT」キーを押します。 

 

ENT」キーを押しま

す。 

設定完了です。チャネルの設定に戻ります。 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

ENT 
 

PRINT 
 

 
PRINT 

 
ENT 

 
FEED 

 
PRINT 

 
ENT 

表示 操作キー 操作説明 

   

   

   

   

   

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

表示 操作キー 操作説明 
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7.2.5 ディジタルフィルタ 

測定値にディジタルフィルタをかけて、１次遅れ記録を行うことができます。フィルタ定数（Ｋ）は９９．５％応

答時間（ＴＩ秒）から次式により求められます。（Ｋ＝１ の場合、ディジタルフィルタは機能しません。） 

Ｋ＝ 

［設定例］ ９９．５％応答時間が５０秒の場合は、 Ｋ＝        ＝０．０１２８ になる。 

 

 

エンジニアリングモードに入ります。（７６頁「キー操作

表示させ、「ENT」キーを押します。 

し、「ENT」キーを押します。 

「ENT」キーを押します。設定完了です。 

ユーザモードに戻る場合は、「ＭＥＮＵ」キーを３秒以上

押し続けます。 

7.2.6 記録に関する設定 

記録スタート／ストップのトリガの設定、タグ／チャネル印字の切換､警報印字､定刻印字の ON/OFF 等が

設定できます｡ 

(1) 記録スタート／ストップのトリガ設定 

記録スタート／ストップのトリガを｢RUN｣キーにするか､DIにするかを設定します｡ 

［設定例］ 記録スタート／ストップのトリガを DIに設定する｡ 

 

 

エンジニアリングモードに入ります。（７６頁「キー操作

させ、「ENT」キーを押します。 

ENT」キーを押し

ます。 

ENT」キーを押しま

す。 

設定完了です。記録スタート／ストップの設定画面に

戻ります。 

 

 

 

 

 

 
ENT 

ENT 
 

PRINT 
 

 
PRINT 

 
ENT 

 
FEED 

 
PRINT 

 
ENT 

表示 操作キー 操作説明 

   

   

   

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

ENT 
 

PRINT 
 

 
PRINT 

 
ENT 

表示 操作キー 操作説明 

   

   

       

   

［注 意］ 
RUN／STOPキーは動作しません。DI DI機能（８６頁）を

参照してください。 

０．６４ 

ＴＩ 

０．６４ 

５０ 
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(2) チャネル／タグの切換 

定刻印字、マニュアルプリントの際、タグを印字するかチャネルナンバを印字するかを設定します。 

［設定例］ タグを印字させる。 

 

 

エンジニアリングモードに入ります。（７６頁「キー操作

させ、「ENT」キーを押します。 

ENT」キーを押しま

す。 

ENT」キーを押しま

す。 

設定完了です。タグ／チャネル設定画面に戻ります。 

 

 

 

(3) 警報印字の ON／OFF 

警報印字の ON/OFFを設定します｡ 

ON1は発生印字と復帰印字､ON2は発生印字のみを設定します｡ 

［設定例］ 警報発生印字、警報復帰印字の両方を設定する。 

 

 

エンジニアリングモードに入ります。（７６頁「キー操作

させ、「ENT」キーを押します。 

ENT」キーを押し

ます。 

ENT」キーを押しま

す。 

設定完了です。警報印字の設定画面に戻ります。 

 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

ENT 
 

PRINT 
 

 
PRINT 

 
ENT 

表示 操作キー 操作説明 

   

   

       

   

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

ENT 
 

PRINT 
 

 
PRINT 

 
ENT 

表示 操作キー 操作説明 
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(4) 定刻印字の ON／OFF 

定刻印字の ON／OFFを設定します。 

定刻印字 ONの場合は印字開始時刻と印字のインターバルを設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［設定例］ 定刻印字を毎日１８時００分に同期で印字させる。 

 

 

エンジニアリングモードに入ります。（７６頁「キー操作

させ、「ENT」キーを押します。 

ENT」キーを押し

ます。 

ENT」キーを押しま

す。 

「△」キーで数値変更、「  」キーで桁移動し、時刻を設

定したら、「ENT」キーを押します。 

 

ENT」キーを押しま

す。（１０min、１５min、２０min、３０min、１H、２H、３H、

４H、６H、８H、１２H、２４Hの中から選択） 

「△」キーで「 」を表示させ、「ENT」キーを押

します。 

設定完了です。定刻印字の設定画面に戻ります。 

 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

ENT 
 

PRINT 
 

 
PRINT 

 
ENT 

 
FEED 

 
PRINT 

 
ENT 

表示 操作キー 操作説明 

   

   

             

   

          ENT 
 

PRINT 
 

（印字開始時刻） 

（インターバル） 

     

     

ENT 
 

PRINT 
 

設定  ON/OFF  印字開始時刻  インターバル  同期/非同期 

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

 

（同期／非同期） 
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(5) プリンタギャップ補正 

非同期 DI印字、非同期定刻印字の際にプリンタギャップ補正を行うかを設定します。 

［設定例］ プリンタギャップ補正を ONにする。 

 

 

エンジニアリングモードに入ります。（７６頁「キー操作

させ、「ENT」キーを押します。 

ENT」キーを押し

ます。 

ENT」キーを押しま

す。 

設定完了です。プリンタギャップ補正の設定画面に戻

ります。 

 

 

(6) 記録開始／終了印字の設定 

記録開始／終了印字の設定を OFF、同期、非同期から選択し設定します。 

［設定例］ 記録開始／終了印字を同期で印字する。 

 

 

エンジニアリングモードに入ります。（７６頁キー操作方

せ、「ENT」キーを押します。 

                                      「△」キーで「 」を選択し、「ENT」キーを押し 

                                           ます。 

ENT」キーを押しま

す。 

設定完了です。スケール印字の設定画面に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

ENT 
 

PRINT 
 

 
PRINT 

 
ENT 

表示 操作キー 操作説明 

  

  

      

  

 

 

表示 操作キー 操作説明 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

ENT 
 

PRINT 
 

 
PRINT 

 
ENT 
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7.2.7 通信機能の設定 

プロトコル、ローカルアドレス、通信速度、データ長、パリティビット、ストップビットを設定します。 

通信の詳細については 8章「通信」を参照してください。 

［設定例］ オリジナルプロトコル、ローカルアドレス：０２、通信速度：１２００ｂｐｓ、データ長：７ビット、 

パリティビット：偶数、ストップビット：２ビットと設定する。 

 

 

エンジニアリングモードに入ります。（68 頁「キー操作

させ、「ENT」キーを押します。 

ENT」キーを

（オリジナル）」、

（Modbus-RTU）」から選択） 

ENT」キーを

 

ENT」キーを押し

ます。（1200､2400､4800､9600、19200、38400 から

選択） 

ENT」キーを押し

ます。（７bit、８bitから選択） 

ENT」キーを押し

ます。（EVEN､ODD､NONEから選択） 

ENT」キーを押し

ます。（１bit、２bitから選択） 

設定完了です。通信機能の設定画面に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示 操作キー 操作説明 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

   

 
PRINT 

 
ENT     

ENT 
 

PRINT 
          

 
PRINT 

 
ENT          

ENT 
 

PRINT 
          

 
PRINT 

 
ENT           

   

（ローカルアドレス） 

（通信速度） 

（データ長） 

（パリティビット） 

（ストップビット） 

 
PRINT 

 
ENT     

（プロトコル） 

［注 意］ 

Modbus-RTU  
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7.2.8 セットアップデータおよび校正データの初期化 

校正データは初期化されず、セットアップモードの設定が全て初期化されます。

、校正データが工場出荷時の状態に戻ります。なお、セットアップモードの設定は初期

化されません。操作は十分に注意して行ってください。 

［設定例］ セットアップデータを初期化する。 

 

 

エンジニアリングモードに入ります。（７６頁「キー操作

示させ、「ENT」キーを押します。 

ENT」キーを押しま

す。 

初期化完了です。 

7.2.9 DI 機能 

３つの DIに機能を割り付けます。DI機能は以下の 12種類があります。 

 機能無し               

 マニュアルプリント（同期） ON立上り：開始） 

 マニュアルプリント（非同期） ON立上り：開始） 

 RUN／STOPのトリガ機能 ON：RUN， OFF：STOP） 

 日付時刻印字（同期） ON立上り：開始） 

 日付時刻印字（非同期） ON立上り：開始） 

 記録紙送り速度切換  ON：Ｓｐｄ－１， OFF：Ｓｐｄ－２） 

 コメント印字（同期）１～３ ON立上り：開始） 

 コメント印字（非同期）１～３ ON立上り：開始） 

［設定例］ DIの３にコメント印字３を設定する。 

 

 

エンジニアリングモードに入ります。（７６頁「キー操作

せ、「ENT」キーを押します。 

ENT」キーを押しま

す。 

ENT」キーを

押します。 

設定完了です。DI３の機能設定画面に戻ります。 

 

 

 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

ENT 
 

PRINT 
 

 
PRINT 

 
ENT 

表示 操作キー 操作説明 

   

   

   

   

［注 意］ 

① DI同期印字はストップの状態で印字しませんが、DI非同期印字は、ストップの状態でも印字を行います。 

② DIオプションが指定されていない場合は、必ず「OFF」に設定してください。 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

表示 操作キー 操作説明 

   

       

   
 

PRINT 
 

ENT 
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7.2.10  ポイントキャリブレーション 

ペン記録位置の校正を行います。 

 

 

 

［設定例］ １チャネルペン記録ゼロ点の校正を行う。 

 

 

エンジニアリングモードに入ります。（７６頁「キー操作

 

表示させ、「ENT」キーを押します。 

ENT」キーを押しま

す。 

 

記録紙送りとペン記録を開始しますので、記録紙の０

㎜の位置とペン記録の位置を「△」キー（左移動）と

「   」キー（右移動）で合わせた後、「ＥＮＴ」キーを押し

ます。画面には、設定されたカウンタ値が表示されま

す。 

設定完了です。ゼロ点の校正画面に戻ります。 

 

［設定例］ １チャネルペン記録スパン点の校正を行う。 

 

 

エンジニアリングモードに入ります。（７６頁「キー操作

 

表示させ、「ENT」キーを押します。 

ENT」キーを押しま

す。 

す。 

記録紙送りとペン記録を開始しますので、記録紙の１

００㎜の位置とペン記録の位置を「△」キー（左移動）と

「  」キー（右移動）で合わせた後、「ENT」キーを押し

ます。画面には、設定されたカウンタ値が表示されま

す。 

設定完了です。スパン点の校正画面に戻ります。 

 

表示 操作キー 操作説明 

    

   

   

   

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

 
FEED 

   

 
PRINT 

 
ENT 

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

ENT 
 

PRINT 
 

 
PRINT 

 
ENT 

表示 操作キー 操作説明 

    

   

   

   

   

 
PRINT 

 
ENT 

 
FEED 
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7.2.11  データキャリブレーション 

電圧校正、測温抵抗体校正、基準接点補償の校正を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

［設定例］ １チャネルで電圧校正を行う。 

 

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞﾓｰﾄﾞに入ります｡(７６頁「キー操作方法」を

参照して下さい｡)  

｢ENT｣ｷｰを押します｡ 

ENT｣ｷｰを押します｡ 

 

mV 発生器等､校正用測定器をつないだﾁｬﾈﾙを選択

し､｢ENT｣ｷｰを押します｡ 

0mVを入力し､30秒待ってALMﾗﾝﾌﾟが消灯しているこ

とを確認し､｢ENT｣ｷｰを押します｡ 

15mVを入力し､10秒待って ALM ﾗﾝﾌﾟが消灯している

ことを確認し､｢ENT｣ｷｰを押します｡ 

25mVを入力し､10秒待って ALM ﾗﾝﾌﾟが消灯している

ことを確認し､｢ENT｣ｷｰを押します｡ 

35mVを入力し､10秒待って ALM ﾗﾝﾌﾟが消灯している

ことを確認し､｢ENT｣ｷｰを押します｡ 

55mVを入力し､10秒待って ALM ﾗﾝﾌﾟが消灯している

ことを確認し､｢ENT｣ｷｰを押します｡ 

200mVを入力し､10秒待って ALM ﾗﾝﾌﾟが消灯してい

ることを確認し､｢ENT｣ｷｰを押します 

1Vを入力し､10秒待ってALMﾗﾝﾌﾟが消灯していること

を確認し､｢ENT｣ｷｰを押します｡ 

5Vを入力し､10秒待ってALMﾗﾝﾌﾟが消灯していること

を確認し､｢ENT｣ｷｰを押します｡ 

10Vを入力し､10秒待って ALM ﾗﾝﾌﾟが消灯しているこ

とを確認し､｢ENT｣ｷｰを押します｡ 

 

 

｢ENT｣ｷｰを押します｡ 

表示 操作キー 操作説明 

 
ENT      

ENT 
 

PRINT 
    

 
PRINT 

 
ENT    

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

    

 
ENT      

 
ENT      

 
ENT      

 
ENT      

 
ENT    

 
ENT      

 
ENT      

 
ENT      

ENT 
 

PRINT 
    

［注 意］ 

・ 校正はチャネルごとに必要です。 

・ 本機器は精密に校正されています。指示値が異常な場合はまず設定内容を再確認してください。校

正値が異常ということは通常考えられません。 
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［設定例］ ２チャネルで測温抵抗体校正を行う。 

 

 

エンジニアリングモードに入ります。（７６頁「キー操作

 

表示させ、「ENT」キーを押します。 

ENT」キーを押しま

す。 

ダイアル抵抗器等、校正用測定器をつないだチャネル

を選択し、「ENT」キーを押します。 

１００Ωを入力し、１０秒待ってＡＬＭランプが消灯して

いることを確認し、「ENT」キーを押します。 

１５０Ωを入力し、１０秒待ってＡＬＭランプが消灯して

いることを確認し、「ENT」キーを押します。 

３００Ωを入力し、１０秒待ってＡＬＭランプが消灯して

いることを確認し、「ENT」キーを押します。 

 

 

「ENT」キーを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示 操作キー 操作説明 

 
ENT    

ENT 
 

PRINT 
    

 
PRINT 

 
ENT    

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

    

 
ENT    

 
ENT    

ENT 
 

PRINT 
    

［注 意］ 
校正中のＡＬＭランプは下記状態を指示します。 

 

①消灯の時    ②点滅の時 

  校正範囲内です。       入力判別中です。 

 

 

 

 

 

③点灯の時  

  入力範囲外です。 

  接続、入力値を 

  確認してください。 

 

 

7.2.8項の「校正値

の初期化」を使用し、校正値を出荷時の状態に戻してください。 

RUN   ＡＬＭ 

  

CH.No  

6.1.1 H 

7章 L 

RUN   ＡＬＭ 

  

CH.No  

7.1.1 H 

8章 L 
RUN   ＡＬＭ 

  

CH.No  

8.1.1 H 

9章 L 

 はランプ消灯状態を表し、 

 はランプ点灯状態を表します。 
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［設定例］ １チャネルの端子温度を設定します。 

 

 

エンジニアリングモードに入ります。（７６頁「キー操作

 

表示させ、「ENT」キーを押します。 

ENT」キーを押しま

す。 

設定するチャネルを選択します。 

 

現在の端子温度を測定、表示します。「ENT」キーを押

すと温度入力画面になります。 

「△」キーで数値変更、「  」キーで桁移動し、正しい端

子温度を入力し、「ENT」キーを押します。詳しい校正

方法は９．５項「校正（データキャリブレーション）」の基

準点接点補償の校正を参照してください。（１０７頁参

照） 

 

 

「ENT」キーを押します。 

 

7.3 エンジニアリングモードの終了  

［設定例］ 設定データを保存します。 

 

 

ENT」キーを押しま

す。 

ENT」キーを押し

ます。エンジニアリングモードの設定が保存されました。

新しい設定で記録動作を開始します。 

 

1)  

 

ENT 
 

PRINT 
    

 
ENT    

ENT 
 

PRINT 
    

表示 操作キー 操作説明 

 
PRINT 

 
ENT    

 
ENT 

 
PRINT 

 
ENT 

    

表示 操作キー 操作説明 

 
PRINT 

 
ENT        

 
ENT    

［注 意］ 
 

 

   
 

PRINT 

 
ENT 

 
FEED 
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 8章  通信 

8.1 概要 

8.1.1 機能概要 

本機器の通信機能では 

 ① 測定値の出力 

   測定値､警報状態等 

 ② 設定値の出力 

   レンジ､記録紙送り速度等セットアップデータの読み込み 

 ③ 設定値の入力 

   レンジ、記録紙送り速度等セットアップデータの書き込み 

 ④ 記録計の通信制御(一部分) 

   印字､記録の開始/終了､表示の切換等 

が可能です｡②～④の機能については別冊の通信ｺﾏﾝﾄﾞ解説書(別売)を参照願います｡ 

 

8.1.2 伝送仕様 

(1) 通信方式  ：調歩同期式、半２重通信 

(2) 接続形態  ：１対１（RS-232C） １対Ｎ（RS-485） Ｎ＝１～３２ 

(3) プロトコル  ：オリジナル、Modbus RTUより選択 

(4) 通信速度  ：１２００，２４００，４８００，９６００、１９２００、３８４００ｂｐｓより選択 

(5) スタートビット ：１ビット 

(6) ストップビット  ：１，２ビットより選択 

(7) パリティ  ：偶数，奇数，なし，より選択 

(8) データ長  ：７，８ビットより選択(Modbus RTUは８ビット固定） 
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8.2 オリジナルプロトコル 

8.2.1 データの構成 

(1) キャラクタ構成 

  調歩同期式通信で１データ（ｂｙｔｅ）送信するためには以下のキャラクタ構成となります。 

  スタートビット（１）＋データビット（７ｏｒ８）＋パリティビット（１）＋ストップビット（１ｏｒ２） 

(2) データフォーマット 

  通信データは、複数キャラクタにターミネータといわれるデータ終端文字を付加した形で送信さ 

  れます。記録計はこのターミネータを受信すると通信データの解析を開始します。 

 

 
 

 
 

 
 

     
 

 
 

     

１キャラクタ 

(3) 誤り検出 

記録計は、ノイズやハードウエア故障により信号異常となったデータを受信した場合、パリティエラー・フ

レーミングエラー等を検出し、そのデータを無視します。そのデータが正規のデータフォーマットで送られてい

ないと判断し、データフォーマットエラーとします。受信機能では、そのコマンドは実行されず、送信機能では

無応答となります。 

データフォーマットエラーの状態はＥＳＣ Ｓコマンド（後述）にて確認できます。 

 

(4) 制御ｺｰﾄﾞ 

  ESC ：１Ｂ ＨＥＸ（１６進数） 

        回線オープン、クローズ等のエスケープシーケンスに使用されるコードです。このコード 

 をテキストデータの一部として扱うことはできません。 

   ＣＲ  ：０Ｄ ＨＥＸ（１６進数） 

        ＬＦデータとテキストデータの最後に付加するデータです。このコードをテキストデータの 

 一部として扱うことはできません。 

   ＬＦ  ：０Ａ ＨＥＸ（１６進数） 

         ＣＲデータとテキストデータの最後に付加するデータです。このコードをテキストデータの 

 一部として扱うことはできません。   

8.2.2 回線のオープン、クローズ 

記録計と通信するためには、上位コンピュータと対象の記録計との接続を確立しなければなりません。１対Ｎ

通信の場合には特に、どの記録計に電文を送信するのかを各記録計に知らせておく必要があります。また、回

線のオープンを複数の記録計に送った場合、記録計の発信機能を使用すると回線オープンのコマンドを受け取

った記録計がすべて発信してしまうので正常なデータを受け取れなくなります。 

 

 

 

Ａ   Ｂ    Ｃ                 ＣＲ    ＬＦ 

                             ターミネータ 



―93― 

HXPRM10mnCT002 

 

1）オープンコマンド    

 （ESC）Ｏ＿０１（ＣＲ）（ＬＦ）  

 

             アドレス（０１～３２） 

             スペース（２０ＨＥＸ） 

上位コンピュータは記録計と通信するために、このコマンドを発行し、発行したことを記憶しておく必要があり

ます。 

 

2）クローズコマンド 

 （ESC）Ｃ＿０１（ＣＲ）（ＬＦ）  

 

              アドレス（０１～３２） 

              スペース（２０ＨＥＸ） 

上位コンピュータはオープンコマンドが発行された記録計以外の記録計にデータを送信したい場合には、

オープンコマンドが発行された記録計にこのコマンドを発行しなければなりません。 

8.2.3測定値のデータ出力 

1）測定値データ出力指定 

 ＴＳ０（ＣＲ）（ＬＦ）  

 

記録計は、このコマンドを一度受信すると、（ESC）Ｔコマンドを受信したときには、送信バッファに測定値デー

タを移します。 

 

2）データの更新 

 （ESC）Ｔ（ＣＲ）（ＬＦ）  

 

記録計は、このコマンドを受信すると、送信バッファに最新の測定値データを移します。 

 

3）測定値データ出力順序指定（バイナリモード出力時） 

 ＢＯ０（ＣＲ）（ＬＦ）  上位バイトから出力 

 

 ＢＯ１（ＣＲ）（ＬＦ）  下位バイトから出力 

 

指定のない場合は、下位バイトから出力します。 
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4）データの出力 

 ＦＭ０，Ｓ＿ＣＨ，Ｅ＿ＣＨ（ＣＲ）（ＬＦ）    ＡＳＣＩＩモード出力指定    

 

 ＦＭ１，Ｓ＿ＣＨ，Ｅ＿ＣＨ（ＣＲ）（ＬＦ）    バイナリモード出力指定   

 

Ｓ＿ＣＨ ：出力スタートチャネル；０１～０２ 

Ｅ＿ＣＨ ：出力エンドチャネル；０１～０２ 

 ※  １チャネルのみの場合は（Ｓ＿ＣＨ）＝（Ｅ＿ＣＨ）で指定します。 

   例：） ＦＭ０，０１，０２（ＣＲ）（ＬＦ） ······· ＡＳＣＩＩ，１～２チャネル出力 

 

5）測定値データ送信フォーマット（ASCII） 

 ＤＡＴＥ （ＹＹ） （ＭＭ） （ＤＤ） （ＣＲ） （ＬＦ）    日付  

       年   月   日 

 ＴＩＭＥ （ＨＨ） （ＭＭ） （ＳＳ） （ＣＲ） （ＬＦ）    時刻  

       時   分   秒 

（ＤＳ１）（ＤＳ２）（ALM１）（ALM２）（ALM３）（ALM４）（ＵＮＩＴ１～６）（ＣＨＮｏ．），（ＤＡＴＡ）（ＣＲ）（ＬＦ）   

 

① ＤＳ１ ：データ情報１（１ＢＹＴＥ） 

   Ｎ：ノーマル、Ｄ：差演算データ、Ｓ：和演算データ、Ｍ：平均演算データ 

   Ｒ：開平演算データ、Ｃ：デケード演算データ、Ｓ：スキップ 

（データはすべてスペースとなります。） 

② ＤＳ２ ：データ情報２（１ＢＹＴＥ） 

   Ｅ  ：最終データ 

   ＿（スペース） ：その他のデータ 

③ ALM１～４ ：警報情報（各１ＢＹＴＥ、計４ＢＹＴＥ） 

   Ｈ：上限警報、Ｌ：下限警報、 

   ＿（スペース）：警報OFF、あるいは警報設定OFF 

④ ＵＮＩＴ１～６ ：（単位６ＢＹＴＥ） 

   設定した単位をコードで返送します。 

   （７ビットデータ送信の場合は上位１ビット欠けます。） 

⑤ ＣＨＮｏ． ：チャネルＮｏ．（２ＢＹＴＥ） 

   ０１～０２ 

⑥ ＤＡＴＡ ：測定値データ 

   符号（１ＢＹＴＥ） ：「＋」 ｏｒ 「－」 

   データ仮数部（６ＢＹＴＥ） ：０００００～９９９９９       

   データ指数部（４ＢＹＴＥ） ：Ｅ（符号１ＢＹＴＥ）（乗数２ＢＹＴＥ）      

   （例） ＋９９９９９Ｅ－０２ 
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6）測定値データ送信フォーマット（バイナリ） 

 

 

  出力バイト数（２ＢＹＴＥ）：５×ｎ（指定チャネル数）＋６ 

 

① 日付、および時刻（６ＢＹＴＥ）： 

 

 

  年：００Ｈ～６３Ｈ（２０００年は００Ｈ） 

  月：０１Ｈ～０ＣＨ 

  日：０１Ｈ～１ＦＨ 

  時：００Ｈ～１７Ｈ（２４時間方式） 

  分：００Ｈ～３ＢＨ 

  秒：００Ｈ～３ＢＨ 

 

② 測定データ（５ＢＹＴＥ） 

  ＣＨＮｏ．（１ＢＹＴＥ）：チャネルＮｏ． 

      ０１Ｈ～０２Ｈ 

  Ａ１～Ａ４（２ＢＹＴＥ）：各警報レベルの発生している警報タイプ 

      １ ：上限警報 

      ２ ：下限警報 

      ０ ：警報発生OFFあるいは、警報設定OFF 

  （参考）ビット列 

 

   

                              LEVEL2H        LEVEL1H       LEVEL4H       LEVEL3H 

                            LEVEL2L        LEVEL1L       LEVEL4L        LEVEL3L 

   LEVELｘＨ：警報レベルｘの上限警報ビット 

   LEVELｘＬ：警報レベルｘの下限警報ビット 

ＤＡＴＡ１、２（２ＢＹＴＥ）：測定値データ 

     －３２０００～＋３２０００ （２バイトの１６進数データ） 

     ＢＯコマンドにより上位下位バイトの反転が可能です。SKIPの場合は８０８０Ｈを出力します。 

 

 

 

出力バイト数 日付および時刻 測定データ１ 測定データ６ 

年 月 日 時 分 秒 

０ ０ １ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ 

［注 意］ 

・－３２０００～＋３２０００を超えるデータはオーバーフローとして､＋側オーバーフローは７Ｅ７ＥＨ､－側オー 

 バーフローは８１８１Ｈが出力されます｡(デケードチャネルを除く) 

・ デケードチャネルのデータ出力は､BOコマンドによらず上位１バイトが仮数(１０～９９)､下位１バイトは 

 指数（－１９～＋１９）となります。小数点位置は１桁固定となります。 
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8.2.4 単位および小数点位置データの出力 

1）単位および小数点位置データ出力の指定 

 ＴＳ２（ＣＲ）（ＬＦ） 

  

記録計は、このコマンドを一度受信すると、（ESC）Ｔコマンドを受信したときには、送信バッファに単位 

および小数点位置データを移します。 

 

2）データの更新    

 （ESC）Ｔ（ＣＲ）（ＬＦ）  

 

記録計は、このコマンドを受信すると、送信バッファに最新の単位および小数点位置データを移します。 

 

3）データの出力 

 ＬＦ，Ｓ＿ＣＨ，Ｅ＿ＣＨ（ＣＲ）（ＬＦ）  

 

Ｓ＿ＣＨ ：出力スタートチャネル；０１～０２ 

Ｅ＿ＣＨ ：出力エンドチャネル；０１～０２ 

例：） ＬＦ，０１，０２（ＣＲ）（ＬＦ） 1～2チャネルの単位および小数点位置データ出力 

※１チャネルのみの場合は（Ｓ＿ＣＨ）＝（Ｅ＿ＣＨ）で指定します。 

 

4）データフォーマット 

 （ＤＳ１）（ＤＳ２）（ＣＨＮｏ．）（ＵＮＩＴ１～６）（ＤＰ） 

① ＤＳ１ ：データ情報１（１ＢＹＴＥ） 

   Ｎ：ノーマル、Ｄ：差演算データ、Ｓ：和演算データ、Ｍ：平均演算データ、 

   Ｒ：開平演算データ、Ｃ：デケード演算データ、Ｓ：スキップ 

   （データはすべてスペースとなります。） 

 

②  ＤＳ２ ：データ情報２（１ＢＹＴＥ） 

   Ｅ     ：最終データ 

   ＿（スペース）：その他のデータ 

 

③ ＣＨＮｏ．：チャネルＮｏ．（２ＢＹＴＥ） 

   ０１～０２ 

 

④ ＵＮＩＴ１～６：単位 

   設定した単位をコードで返送します。 

    （７ビットデータ送信の場合は上位１ビット欠けます。） 
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⑤ ＤＰ：小数点情報（１ＢＹＴＥ） 

   ０～４ 

 

 

 

 

 

8.2.5 ステータスの出力 

回線がオープンされている記録計は回線上でデータエラーが発生すると、内部ステータスエリアに通信エ

ラーとして登録します。このステータスの読み込みを行うのが（ESC Ｓ）コマンドであり、このコマンドを発行すると

発生しているエラーが解除されます。 

 

1）ステータス出力指令 

 ESC Ｓ（ＣＲ）（ＬＦ）  

 

このコマンドを受け取ると、それまで受信したコマンドに対するステータスを出力します。 

 

2）ステータス出力 

 

 

ＸＸ ：００～１９ 

 

         表 8.1 ステータス出力表 

      ｽﾃｰﾀｽ要因 

ｽﾃｰﾀｽ出力 

ステータス要因 

A/D END 文法エラー 記録紙切れ 

ＥＲ ００ ＣＲＬＦ    

ＥＲ ０１ ＣＲＬＦ    

ＥＲ ０２ ＣＲＬＦ  ○  

ＥＲ ０３ ＣＲＬＦ  ○  

ＥＲ ０４ ＣＲＬＦ    

ＥＲ ０５ ＣＲＬＦ    

ＥＲ １６ ＣＲＬＦ   ○ 

ＥＲ １７ ＣＲＬＦ   ○ 

ＥＲ １８ ＣＲＬＦ  ○ ○ 

ＥＲ １９ ＣＲＬＦ  ○ ○ 

                 ○：ステータスが ENABLEになっている要因 

A/D END  ：ＡＤ変換修了したときに発生します。ただし、ペン計では発生しません。 

文法エラー ：通信上のエラー、コマンドエラーのときに発生します。 

記録紙切れ ：記録紙切れを検出したときに発生します。（記録紙切れオプション装着時のみ） 

［注 意］ 

レンジ設定によってはディスプレイ表示の小数点位置と異なる場合があります。 

Ｅ Ｒ Ｘ Ｘ ＣＲ ＬＦ 
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8.2.6 データ受信例 

 

上位コンピュータ側     記録計側 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オープンコマンド 

回線オープン 

測定値データ出力 

指定コマンド（ＴＳ０） 測定値データ出

力準備 

データ更新コマンド 

（ESC Ｔ） 最新データ 

準備 

データ出力要求 

コマンド（ＦＭ） 

 

最新データ 

送信 

測定値データ出力 

順序指定（ＢＯ）バイナ

リモードのみ 

測定値データ 

出力順序決定 

クローズコマンド 

回線クローズ 

記録計に対して１回送信すれば以

降送信する必要はありません。 

記録計に対して毎回送信してくだ

さい。 

他の記録計に対して送信する場

合に送信してください。 

送信を開始する記録計に対して

送信してください。 
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8.3 Modbus RTUプロトコル 

ModbusプロトコルはModicon Inc.（AEG Schneider Automation International S.A.S）が PLC用に開発 

した通信プロトコルで、プロトコル仕様書（PI-MBUS-300 Rev.J）に記載されています。Modbusプロトコルの 

仕様に関しては同仕様書をご覧ください。 

8.3.1 データの構成 

スレーブ 

アドレス 

 (1byte) 

ファンクション

コード 

(1byte) 

データ 

(可変) 

CRC 

(2byte) 

 

8.3.2 ファンクションコード 

本機器で使用できるファンクションコードは次の通りです。 

コード 機能 最大データ長 Modbusオリジナル機能（参考） 

０３Ｈ 設定データの読み出し １２３ワード 保持レジスタの内容読み出し 

０４Ｈ 入力データの読み出し １２３ワード 入力レジスタの内容読み出し 

０６Ｈ 設定データの書き込み １ワード 保持レジスタの内容書き出し 

１０H 設定データの連続書き込み １２３ワード 保持レジスタの内容書き出し 

 

8.3.3 エラー応答 

各ファンクションコードの通信プロトコルに則り、コマンドを送信してエラーが発生した場合は、 

以下の固定フォーマットにてエラー応答を返します。 

■ スレーブ応答例（ファンクションコード=０６Ｈのコマンドエラー=１０Ｈ 応答） 

構成 データ長 データ 

スレーブアドレス １ － 

ファンクションコード +８０Ｈ １ ８６Ｈ 

エラーコード １ １０Ｈ 

エラーチェック ２ ＣＲＣ 

合計バイト数 ５ － 

 

■エラーコード、および発生条件 

エラー 

コード 
内容 発生条件 

０１Ｈ ファンクションコード不良 対応外のファンクションコードが指定された場合。 

０２Ｈ レジスタに対するアドレス不良 相対アドレスの範囲が“９９９９”を超えている。 

０３Ｈ レジスタの個数不良 

・アクセスするデータ長が“０”、または相対アドレス＋データ長さ 

が範囲を超えている。 

・エリアごとに実行可能なファンクションコードをまたいでいる。 

・単発書込コマンドで長さが２ワード以上である。 

・データ長が１２３ワードを超えている。 

０４Ｈ デバイスエラー 受信データがデータ長さに満たなかった場合。 

１０Ｈ コマンドエラー 

書込に対して、書き込み可能範囲を超えていた場合。 

レコーダが記録中の時に、保持レジスタエリアに対して書き込みが

行われた場合。 
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8.3.4 入力レジスタエリアの読出し 

 入力レジスタは読み取り専用エリアです。現在の測定値や現在時刻がマッピングされてい

ます。読み出すデータの開始アドレス(相対アドレス)とデータ数(１ワード=２バイト単位)を指

定します。 

 

ファンクションコード：０４Ｈ 

■ マスタ送信例（開始アドレス=００３２Ｈ、データ数=２ワード） 

構成 データ長 データ 

スレーブアドレス １ － 

ファンクションコード １ ０４Ｈ 

データ 

開始相対アドレス(上位) １ ００Ｈ 

開始相対アドレス(下位) １ ３２Ｈ 

読み出しデータ数(上位) １ ００Ｈ 

読み出しデータ数(下位) １ ０２Ｈ 

エラーチェック ２ ＣＲＣ(１６ビット) 

合計バイト数 ８  

 

■ スレーブ応答例（開始アドレス=００３２Ｈ、データ数=２の応答） 

構成 データ長 データ 

スレーブアドレス １ － 

ファンクションコード １ ０４Ｈ 

データ 

データバイト数 １ ０４Ｈ 

データ１(上位) １ ００Ｈ 

データ１(下位) １ ０９Ｈ 

データ２(上位) １ ００Ｈ 

データ２(下位) １ ０ＡＨ 

エラーチェック ２ ＣＲＣ(１６ビット) 

合計バイト数 ９  
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【入力レジスタエリアマップ】ファンクションコード：０４Ｈ 

アドレス 

相対 

アドレス 

(HEX) 

名称 配列 内容 備考 

30001 0 形式種類（1/8） 1 ASCII  "PEN" 

30002 1 形式種類（2/8） 2   以降は空白 

30003 2 形式種類（3/8） 3    

30004 3 形式種類（4/8） 4    

30005 4 形式種類（5/8） 5    

30006 5 形式種類（6/8） 6    

30007 6 形式種類（7/8） 7    

30008 7 形式種類（8/8） 8    

30009 8 ソフトバージョン（1/16） 1 ASCII  システムのバージョン情報 

30010 9 ソフトバージョン（2/16） 2    

30011 A ソフトバージョン（3/16） 3    

30012 B ソフトバージョン（4/16） 4    

30013 C ソフトバージョン（5/16） 5    

30014 D ソフトバージョン（6/16） 6    

30015 E ソフトバージョン（7/16） 7    

30016 F ソフトバージョン（8/16） 8    

30017 10 ソフトバージョン（9/16） 9    

30018 11 ソフトバージョン（10/16） 10    

30019 12 ソフトバージョン（11/16） 11    

30020 13 ソフトバージョン（12/16） 12    

30021 14 ソフトバージョン（13/16） 13    

30022 15 ソフトバージョン（14/16） 14    

30023 16 ソフトバージョン（15/16） 15    

30024 17 ソフトバージョン（16/16） 16    

30025 18 Modbusマップバージョン 1 バイナリ  

30026 19 予備 1     

30027 1A 予備  2     

30028 1B 予備  3     

30029 1C 予備  4     

30030 1D 予備  5     

30031 1E 予備  6     

30032 1F 予備  7     

30033 20 予備  8     

30034 21 予備  9     

30035 22 予備  10     

30036 23 予備 1    

30037 24 予備 2     

30038 25 予備 3     

30039 26 予備       

30040 27 予備        

30041 28 予備        

30042 29 予備        

30043 2A 予備        

30044 2B 予備        

30045 2C 予備        

30046 2D 予備        

30047 2E 予備        

30048 2F 予備        

30049 30 予備        
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アドレス 

相対 

アドレス 

(HEX) 

名称 配列 内容 備考 

30050 31 予備       

30051 32 年   0～99 １秒ごと更新 

  

  

  

  

  

30052 33 月   1～12 

30053 34 日   1～31 

30054 35 時   0～24 

30055 36 分   0～59 

30056 37 秒   0～59 

30057 38 記録状態   0～1 ０：記録停止 １：記録中 

30058 39 チャート切れセンサ状態   0～1 ０：チャートあり １：チャートなし 

30059 3A マニュアルプリント印字状態   0～1 ０：印字停止 １：印字中 

30060 3B リスト印字状態   0～1 ０：印字停止 １：印字中 

30061 3C Ｅリスト印字状態   0～1 ０：印字停止 １：印字中 

30062 3D 予備     

30100 63 予備        

30101 64 チャネル状態 CH01 ビット監視(詳細は下記) 

00bit： 

警報 1 1=発生 0=解除 

01bit： 

警報 2 1=発生 0=解除 

02bit： 

警報 3 1=発生 0=解除 

03bit： 

警報 4 1=発生 0=解除 

  

  

30102 65 CH02 

30103 66 予備    

30104 67 予備    

30105 68 予備    

30106 69 予備    

30107 6A 測定値（BIN） CH01 -32000～32000 ±32000を超えるデータは、 

マイナス側は 8181H、プラス側は 

7E7EHとなります。 
30108 6B CH02 

30109 6C 予備    

30110 6D 予備    

30111 6E 予備    

30112 6F 予備    

30113 70 小数点位置 CH01 0～4  

30114 71 CH02 

30115 72 予備    

30116 73 予備    

30117 74 予備    

30118 75 予備    

30119 76 測定値（Float） 
CH01 

Float（上位 2バイト） 

Float（下位 2バイト） 

  

30120 77 

30121 78 
CH02 

30122 79 

30123 7A 予備    

30124 7B 予備    

30125 7C 予備    

30126 7D 予備    

30127 7E 予備    

30128 7F 予備    

30129 80 予備    

30130 81 予備    



―103― 

HXPRM10mnCT002 

 

アドレス 

相対 

アドレス 

(HEX) 

名称 配列 内容 備考 

30131 82 単位(1/4) 

CH01 

 現在使用単位 

30132 83 単位(2/4) 

30133 84 単位(3/4) 

30134 85 単位(4/4) 

30135 86 単位(1/4) 

CH02 

 現在使用単位 

30136 87 単位(2/4) 

30137 88 単位(3/4) 

30138 89 単位(4/4) 

30139 8A 予備    

・・・ ・・・     

 

8.3.5 保持レジスタエリアの読み書き 

保持レジスタは読み書き対応エリアです。パラメータ設定や、記録状態の開始・停止コマンド等が

マッピングされています。保持レジスタの読込は、読み出すデータの開始アドレス(相対アドレス)とデー

タ数(１ワード=２バイト単位)を指定します。書き込み時は開始アドレスとデータを指定します。詳細につ

きましては、別冊「ＴＲＭ-１０Ｃハイブリッドレコーダ通信コマンド説明書（ＨＸＰＲＭ１０ｍｎＣＴ００５）」を

参照してください。 
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 9章  保守 
本機器を常に良好な状態でご使用頂くために、以下の保守を行ってください。 

 点検 

 清掃 

 消耗品の交換 

 ペン記録位置の調整 

 校正 

 

9.1 点 検 

定期的に動作状態を点検し、常に良好な状態でご使用ください。 

異常な点があった場合は 10章「トラブルシューティング」を参照してください。 

◆記録は振り切れていないか。 

◆記録状態は正常か。 

・ 表示値とペン記録位置に大きな誤差はないか。 

・ ペン記録に乱れはないか。 

・ ペン記録、印字はかすれていないか。 

・ 印字は正常か。 

◆記録紙の送りは正常か。 

・ 記録紙の折り畳まれ方は正常か。 

・ 記録紙の送り穴にめくれや破れはないか。 

・ 記録紙の送り速度は正常か。 

◆異常音の発生はないか。 

 

9.2 清 掃  

本機器はプラスチック部品を多く使用しています。清掃箇所の清掃は乾布を使用してください。 

 

 

 

 

［注 意］ 

有機溶剤等は絶対に使用しないでください。 
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9.3 消耗品の交換  

本器を良好な状態に保つために下表に従った消耗部品の交換を推奨します。 

 

項 品   名 品   番 交換周期 備   考 使用個数 

1 記録紙 HZCGA0105EL001 ３３日 20mm/hで使用した場合 1 

2 リボンカセット HPSR001H0002C ６ヶ月 ３時間毎に定刻印字の場合 1 

3 カートリッジペン WPSR196A000001A ２ヶ月 １ペン，直線距離で約２㎞ 1 

4 カートリッジペン WPSR196A000002A ２ヶ月 ２ペン，直線距離で約２㎞ 1 

 

 

 

 

 

 

 

9.4 ペン記録位置の調整（ポイントキャリブレーション） 

記録紙上のペン記録位置の調整を行います。記録精度維持のため、１年毎の調整を推奨します。 

 

調整方法 

基準入力等は不要です。ご使用状態のまま、エンジニアリングモードのポイントキャリブレーション操作に従

い調整を行ってください。（7.2.10項 87頁参照） 

 

 

9.5 校正（データキャリブレーション） 

入力に対する測定値を校正します。測定精度維持のため、１年毎の校正を推奨します。 

 

 

 

 

校正に必要な機器 

 精密級電圧（電流）発生器（必要に応じて精度±0.02％以下のディジタルボルトメータを併用） 

 精密級ダイアル抵抗器 

［注 意］ 

① リボンカセットはデータ等の印字を頻繁に行った場合、交換周期前でも記録が薄くなります。早めに交換 

してください。 

② リボンカセットは購入後１年以内に使用してください。インク蒸発により、経時的に薄くなります。 

③ カートリッジペンは記録状態により、交換周期前でも記録が薄くなります。記録状態により、早めに交換願  

います。 

［注 意］ 

電源投入後３０分以上ウォームアップしてから校正を行ってください。 
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(1) 電圧校正 

電圧、電流、熱電対入力の場合に校正します。熱電対入力の場合は基準接点補償の校正も合わせて行って

ください。 

 

 

 

 

 

 

エンジニアリングモードのデータキャリブレーション(電圧校正)に従い校正を行ってください｡ 

(7.2.11項 88頁参照) 

 

 

 

 

 

 

(2) 測温抵抗体の校正 

 

 

 

 

 

エンジニアリングモードのデータキャリブレーション(測温抵抗体の校正)に従い校正を行ってください｡ 

(7.2.11項 89頁参照) 

 

 

 

 

 

精密級ダイアル 

抵抗器 
ＴＲＭ－１０Ｃ 

記録計入力端子 

配線 
◯Ａ  

 

◯Ｂ  

 
 
◯Ｂ  

配線 

精密級電圧     

（電流）発生器 

◯＋  

 

◯－  

ディジタルボルト 

メータ 

ＴＲＭ－１０Ｃ 

記録計入力端子 

◯＋  

 

◯－  

◯＋  

 

◯－  

［注 意］ 

各線の抵抗値のばらつきは６ｍΩ以下にしてください。 

［注 意］ 

① 各チャネルごとに校正します。 

② 電流入力で入力端子台にシャント抵抗が付いている場合は抵抗を取り外して校正してください。 
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(3) 基準接点補償の校正 

熱電対入力の場合にこの校正を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［設定例］ チャネル１に入力を接続し熱電対入力表示値（０℃入力時の測定値）が－0.5℃、 

       測定端子温度が 24.5℃の場合の校正を設定する。 

1) 0.000mV±2μVを電圧発生器でチャネル１に印加したときの測定値をあらかじめ確認します｡ (本

例では-0.5℃) 

2) エンジニアリングモードのデータキャリブレーション(基準接点補償)でチャネル１の端子温度を確認

します｡  (本例では 24.5℃) 

3) 真値との差分(0.5℃)を加えた値を正しい端子温度として設定します｡ 

              [24.5-(-0.5)=25.0℃] 

エンジニアリングモードのデータキャリブレーション(基準接点補償の校正)を参照して､校正を行ってください｡ 

(7.2.11項 90頁参照) 

 

 

 

 

 

 

 

 

精密級電圧     

（電流）発生器 

 

ＴＲＭ－１０Ｃ 

記録計入力端子 

 

ディジタル 

ボルトメータ 

 

 

 

 

氷点式 

基準接点 

補償器 

（氷水） 

＋ 

＋ 

－ 
－ － － 

＋ ＋ 

端子カバーは必ず取付けてください。 

熱電対素線または補償導線 

銅線 

配線 

◯＋  

 

◯－  

◯＋  

 

◯－  

◯＋  

 

◯－  

［注 意］ 

① 本校正は基準接点補償方法を記録計に内蔵している感温素子による補償（INT：内部補償）に設定した 

場合に行います。 

② 各チャネルに配線し、校正を行ってください。 

③ 配線後に端子カバーを取付け、５分以上経過してから、校正を行ってください。 

校正 
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 10章 トラブルシューティング 

10.1 トラブルシューティング 

10.1.1  故障項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.1.2  全く動作しない場合 

 

 

 

 

 

 

フローチャート１（１０３頁）  

フローチャート２（１０４頁） 

フローチャート３（１０４頁）  

フローチャート４（１０５頁）  

フローチャート５（１０５頁）  

フローチャート６（１０６頁）  

フローチャート７（１０６頁）  

お買い求めの販売店、または当社販
売員にご連絡ください 

対 策 故障内容 

全く動作しない 

誤差が大きい 

記録異常 記録が振切れる 

全く記録しない 

記録が薄い 

記録紙送り 
異常 

全く送らない 

送り不調 

送り速度不正確 

フローチャート１ 

全く動作しない 

電源端子の 
接続は正しいか 

電源は正しく 
供給されているか 

電源は 
投入されているか 

お買い求めの販売店または、当社販
売員にご連絡ください 

電源を投入する 

正しく配線する（4.1項 16頁参照） 

正しく供給する 

８５～２６４ＶＡＣ 

４５～６５Ｈｚ 

ＮＯ 

ＮＯ 

ＮＯ 

ＹＥＳ 

ＹＥＳ 

ＹＥＳ 



―109― 

HXPRM10mnCT002 

10.1.3  誤差が大きい場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.1.4  記録が振り切れる場合 

 

 

 

 

 

 

フローチャート２ 

誤差が大きい 

ｽｹｰﾘﾝｸﾞの設定 
が適切か 

お買い求めの販売店または、当社販
売員にご連絡ください 

表示または 
印字値とペン記録が
一致しているか 

校正は正しいか 再度校正する 
（9.5項105頁参照） 

正しく設定する 
（7.1.1項 52頁参照） 

ペン記録位置の 
ゼロ、スパンは 
正しいか 

ＮＯ 

ＹＥＳ 

ＹＥＳ 

ＹＥＳ 

ＹＥＳ 
ＮＯ 

ＮＯ 

ＮＯ 

再度校正する 
（7.2.10項 
   87頁参照） 

（記録誤差） 

フローチャート３ 

ペン記録が振り切れる 
（０あるいは１００％） 

入力の大きさ 
正、負は正しいか 

レンジ、スケール 
の設定は正しいか 

入力信号の 
配線は正しいか 

お買い求めの販売店または、当社販
売員にご連絡ください 

正しく配線する 
（4.2項 17頁参照） 

ＮＯ 

ＮＯ 

ＮＯ 

ＹＥＳ 

ＹＥＳ 

ＹＥＳ 

（センサ断線等） 

正しい入力にする 
（4.2項 17頁参照） 

正しく設定する 
（7.1.1項 52頁参照） 
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10.1.5  全く印字しない場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.1.6  印字が薄い場合 

 

 

 

 

 

 

 

フローチャート４ 

全く印字しない 

記録動作が 
RUN状態になって

いるか 

リボンカセットの 
取付は正しいか 

エラーメッセージを 
表示しているか 

お買い求めの販売店または、当社販
売員にご連絡ください 

10.2項（112頁）に従い対策する 

ＮＯ 

ＮＯ 

ＮＯ 

ＹＥＳ 

ＹＥＳ 

記録動作をRUN状態とする 

（2.2.1項参照） 

正しく取付ける 
（5.3項 32頁参照） 

リボンカセットの 
インクリボンは 
送られているか 

ＹＥＳ 

ＹＥＳ 

ＮＯ 
リボンカセットを交換する 
（5.3項 32頁参照） 

フローチャート５ 

印字が薄い 

リボンは 

交換期限か 

リボン送りするか 

お買い求めの販売店または、当社販
売員にご連絡ください 

ＮＯ 

ＹＥＳ 

ＮＯ 

ＹＥＳ 

リボンカセットを交換する
（5.3項 32頁参照） 
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10.1.7  記録紙を全く送らない場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.1.8  記録紙送り不調の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フローチャート６ 

記録紙を全く送らない 

チャートホルダを 
正しく取付けて 

いるか 

お買い求めの販売店または、当社販
売員にご連絡ください 

ＹＥＳ 

ＹＥＳ 

ＮＯ 

正しく取付ける（5.1項 23頁参照） 

FEED キーを押すと
紙送りするか 

DIの記録動作用 

接点(RUN/STOP 

ﾄﾘｶﾞ)がOFFか 

ＤＩの記録動作用接点
をＯＮにする 

（7.2.9項 86頁参照） 

ＹＥＳ 

ＮＯ 

ＮＯ 

フローチャート７ 

記録紙送り不調 

チャートカバーは 
正しくロックされて 

いるか 

記録紙を正しく 
取付けているか 

記録紙押さえを 
正しく取付けて 

いるか 

お買い求めの販売店または、当社販
売員にご連絡ください 

正しく取付ける 
（5.1項 23頁参照） 

ＮＯ 

ＮＯ 

ＮＯ 

ＹＥＳ 

ＹＥＳ 

ＹＥＳ 

正しく取付ける 
（5.1項 23頁参照） 

適正な環境で 
使用しているか 

正しく取付ける 
（5.1項 23頁参照） 

ＮＯ 環境を適正にする 
（11.1.5項 115頁参照） 

ＹＥＳ 
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10.2 自己診断機能（ＥＲＲＯＲ） 

本機器は表 10.1 の項目に関して、常に自己診断を行っています。自己診断結果、異常（エラー）が発生した

場合、エラー表示を行います。 

10.2.1  自己診断項目 

       表 10.1 自己診断項目一覧表 

種類 ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞ 部 位 自己診断内容 対策・処置 

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
エ
ラ
ー 

  ゼロ点センサ 
印字モータのゼロ点センサの位置が検出
できない｡ 

お買い求めの
販売店、また
は当社販売員
に連絡してくだ
さい。 

  ADC AD変換終了エラー / 初期化エラー 

  時計用 IC 時計の電池切れ（注１） 

  WDT ウォッチドッグタイマエラーの検出｡ 

  
不揮発性メモリ  

WRITE 
不揮発性メモリ書き込みエラー 

  
不揮発性メモリ  

READ1 

不揮発性ﾒﾓﾘ読み込みエラー 

（セットアップデータ） 

  
不揮発性メモリ  

READ2 

不揮発性メモリ読み込みエラー 

（エンジニアリングデータ） 

  
不揮発性メモリ  

READ3 

不揮発性メモリ読み込みエラー 

(ADC校正データ) 

  RJCエラー RJC内部感温素子の測定異常 

操
作
エ
ラ
ー 

  範囲エラー 電圧校正時入力範囲エラー 入力結線を見
直し、正しい
校正を行って
ください。 

  範囲エラー 測温抵抗体校正時入力範囲エラー 

  範囲エラー 入力値が設定範囲を超えている｡ 

正しく設定して
ください。 

  時刻エラー 時計時刻設定エラー 

  
レンジ設定 

エラー 

差､和､平均演算を設定できない 

チャネル(1CH)に設定した｡ 

  範囲エラー スパン L≧スパンR 

  範囲エラー スケール L≧スケールR 

  範囲エラー 
ゾーン L≧ゾーンRまたは 

ゾーンRゾーン Lが 5㎜以下｡ 

  
基準チャネル 

設定エラー 

差､和､平均演算の基準チャネルのレンジが
Volt､TC､RTD､SCALE以外である｡ 

  
全チャネル 

スキップエラー 
全チャネルをスキップに設定した｡ 

（注１） 電池の寿命は約１０年を想定していますが、使用環境により異なる場合があります。 
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10.2.2  エラー表示 

 複数のエラーが発生した場合には、順次自動的にエラー番号が表示されます。 

 エラーが復旧した場合、「RUN」キーの入力でエラー表示を解除できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 注 意  

エラー表示を行っている間、オート、マニュアル、日付、時刻の表示は行われません。 
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 11章 仕様 

11.1 共通仕様 

11.1.1  入力信号 

直流電圧  :±10､0～20､0～50mV､±200mV DC  ±1､0～5､±10V DC 

熱電対   :B､R､S､K､E､J､T､C､Au-Fe､N､PR40-20､PLⅡ､U､L 

測温抵抗体  :Pt100,JPt100 

直流電流  :4～20mA DC(ｼｬﾝﾄ抵抗外付け:250Ω(別売:HMSU3081A11)) 

11.1.2  性能、特性 

ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ表示精度定格 :11.2.1項参照 

不感帯   :0.2％以内 

入力抵抗  :mV,TC(ﾊﾞｰﾝｱｳﾄなし) ;10MΩ以上 

      mV,TC(ﾊﾞｰﾝｱｳﾄあり) ;200kΩ以上 

      V     ;1MΩ以上 

      mA     ;250Ω(ｼｬﾝﾄ抵抗;外付け(別売:HMSU3081A11)) 

許容信号源抵抗  :mV,TC(ﾊﾞｰﾝｱｳﾄなし) ;10kΩ以下 

      mV,TC(ﾊﾞｰﾝｱｳﾄあり) ;100Ω以下 

      V   ;1kΩ以下 

      RTD   ;10Ω以下(1線あたり) 

ﾉｰﾏﾙﾓｰﾄﾞ除去比 :60dB以上(50/60±0.1Hz) 

ｺﾓﾝﾓｰﾄﾞ除去比 :140dB以上(50/60±0.1Hz) 

絶縁抵抗 :各端子～ｱｰｽ間 ;0.5kV DC 20MΩ以上 

耐電圧  :電源端子～接地端子間 ;1.5kV AC,1分間 

    入力端子～接地端子間 ;0.5kV AC,1分間 

    入力端子間  ;0.2kV AC,1分間 

   ﾁｬﾈﾙ間最大ﾉｲｽﾞ電圧  ;200V AC at 50/60Hz 

耐振動  :10～60Hz 1m/s
2
以下 

耐衝撃  :2m/s
2
以下 

時計精度 :±50ppm以下（基準動作条件時） ただし、電源ON/OFF時の誤差は含まず 

記録紙送り精度 :±0.1%以下 

11.1.3  構造 

取付  :ﾊﾟﾈﾙ埋め込み(垂直ﾊﾟﾈﾙ) ;取付け角度後傾 30 ﾟ以内 

材質(色) :ケース         ;ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｲﾄ(黒色) ｶﾞﾗｽ 10% UL94-V0 

   :前面扉(ﾄﾞｱ)    ;ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｲﾄ  UL94-V2(透明) 

                     ;耐塵･防噴流(IEC60529-IP65準拠) 
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11.1.4  電源 

定格電源電圧  :100～240V AC 

電源電圧範囲  :85～264V AC 

定格電源周波数  :50/60Hz 

電源周波数範囲  :45～65Hz 

11.1.5  正常動作条件 

周囲温度  :0～50℃ 

周囲湿度  :20～80%RH 

電源電圧  :85～264V AC 

電源周波数  :45～65Hz 

振 動   :10～60Hz 0.2m/s
2
以下 

衝 撃   :許容せず 

磁 界   :400A/m以下(DC及び AC:50/60Hz) 

外部雑音  :ノーマルモード(50/60Hz) 

      直流電圧･熱電対････････････････ピーク値が測定レンジのスパン幅以下 

     測温抵抗体･････････････････････50mV以下 

     コモンモード (50/60Hz)･･････････････250V AC以下 

     チャネル間最大ノイズ電圧(50/60Hz)････200V AC 

姿 勢   :後傾 0～30 ﾟまで可､左右水平 

ｳｫｰﾑｱｯﾌﾟ時間  :電源投入時点より 30分以上 

11.1.6  警報(リレー出力はオプション) 

出力数   :3点(内蔵オプション､a接点) 

警報種   :2種(H,L)合計 4レベル／チャネル 

接点容量  :250V AC 3A Max(抵抗負荷) 

       30V DC 3A Max(抵抗負荷) 

     125V DC 0.5A Max(抵抗負荷) 

ﾋｽﾃﾘｼｽ幅  :0.5% 

設定精度定格  :ディジタル表示精度定格と同じ 

11.1.7  低電圧指令・EMC指令 

低電圧指令     :EN61010-1 

EMC指令  : EN61326-1 Class A 

    EN61000-4-3テスト条件時、 

     直流電圧電流レンジ ：精度定格 + 3digit 

     熱電対レンジ  ：精度定格 + 5digit 

     測温抵抗体レンジ ：精度定格 + 10digitとする。 

 

 

 

 

 100VＡＣ 最大消費電力 

1ペン 約 20VＡ 約 30VＡ 

2ペン 約 25VA 約 35VA 

    表 11.1 消費電力 
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11.1.8  DI機能(オプション) 

最大 3点まで設定可能 

11.1.9  記録紙切れ検出機能(オプション) 

記録紙切れを検出し､警報出力を行います｡ 

11.2 標準設定仕様  

11.2.1  測定レンジ 

前面キーより任意の設定可能。基準動作条件は下記の通りです。 

  周囲温度  : 23±2℃ 

  周囲湿度  : 55±10%RH 

  電源電圧  : 85～264V AC 

  電源周波数  : 50/60%Hz±1% 

  ｳｫｰﾑｱｯﾌﾟ時間 : 30分以上 

（振動、衝撃等計器動作に影響のない状態における性能） 

なお、ディジタル表示精度定格には、端子台基準接点補償精度は含みません。 

端子台基準接点補償精度は下記の通りです。 

・ B､R､S､PR40-20､Au-Fe :±1℃ 

・ K､E､J､T､C､N､PLⅡ､U､L :±0.5℃ 

 

基準動作条件におけるﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ表示精度定格を表 11.2に示します｡ 

         表 11.2 測定レンジ一覧 

入力 

種類 
RANGE 測定範囲 

表示(ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ部) 記録(ｱﾅﾛｸﾞ部) 

表示精度定格 最高分解能 記録精度定格 

直
流
電
圧
電
流
入
力 

  -10～10mV ±(0.2% of rdg + 3digits) 10μV 表示精度定格 

 ±(0.3% of  

 記録ｽﾊﾟﾝ) 
    0～20mV ±(0.2% of rdg + 3digits) 10μV 

    0～50mV ±(0.2% of rdg + 2digits) 10μV 

 -200～200mV ±(0.2% of rdg + 3digits) 100μV 

   -1～1V ±(0.1% of rdg + 3digits) 1mV 

    0～5V  ±(0.2% of rdg + 2digits) 1mV 

  -10～10V ±(0.3% of rdg + 3digits) 10mV 

    4～20mA ±(0.2% of rdg + 2digits) 0.01mA 

熱
電
対
入
力 

B 0.0～1820.0℃ 

±(0.15% of rdg + 1℃) 

400～600℃,±2℃  

400℃未満は精度保証せず 

0.1℃ 表示精度定格 

±(0.3% of  

 記録ｽﾊﾟﾝ) 

R1 0.0～1760.0℃ 

±(0.15% of rdg + 1℃) 

ただし 0～100℃,±3.7℃ 

100～300℃,±1.5℃ 

R2 0.0～1200.0℃ 

±(0.15% of rdg + 0.8℃) 

ただし 0～100℃,±3.7℃  

100～300℃,±1.5℃ 

S 0.0～1760.0℃ 

±(0.15% of rdg + 1℃) 

ただし0～100℃,±3.7℃ 

100～300℃,±1.5℃ 
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入力 

種類 
RANGE 測定範囲 

表示(ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ部) 記録(ｱﾅﾛｸﾞ部) 

表示精度定格 最高分解能 記録精度定格 

熱 

電 

対 

入 

力 

K1 -200.0～1370.0℃ 

±(0.15% of rdg + 0.7℃) 

ただし-200～-100℃, 

±(0.15% of rdg + 1℃) 

0.1℃ 表示精度定格 

 ±(0.3% of  

 記録ｽﾊﾟﾝ) 

K2 -200.0～600.0℃ 

±(0.15% of rdg + 0.4℃) 

ただし-200～-100℃, 

±(0.15% of rdg + 1℃) 

K3 -200.0～300.0℃ 

±(0.15% of rdg + 0.3℃) 

ただし-200～-100℃, 

±(0.15% of rdg + 1℃) 

E1 -200.0～800.0℃ ±(0.15% of rdg + 0.5℃) 

E2 -200.0～300.0℃ ±(0.15% of rdg + 0.4℃) 

E3 -200.0～150.0℃ ±(0.15% of rdg + 0.3℃) 

J1 -200.0～1100.0℃ 

±(0.15% of rdg + 0.5℃) 

ただし-200～-100℃, 

±(0.15% of rdg + 0.7℃) 

J2 -200.0～400.0℃ 

±(0.15% of rdg + 0.4℃) 

ただし-200～-100℃, 

±(0.15% of rdg + 0.7℃) 

J3 -200.0～200.0℃ 

±(0.15% of rdg + 0.3℃) 

ただし-200～-100℃, 

±(0.15% of rdg + 0.7℃) 

T1 -200.0～400.0℃ 

±(0.15% of rdg + 0.5℃) 

ただし-200～-100℃, 

±(0.15% of rdg + 0.7℃) 

T2 -200.0～200.0℃ 

±(0.15% of rdg + 0.4℃) 

ただし-200～-100℃, 

±(0.15% of rdg + 0.7℃) 

C 0.0～2320.0℃ ±(0.15% of rdg + 1℃) 

Au-Fe 1.0～300.0K 
±(0.15% of rdg + 1K) 

ただし1～20K±2.4K 

0.1K 

N 0.0～1300.0℃ ±(0.15% of rdg + 0.7℃) 0.1℃ 

PR40-20 0.0～1880.0℃ 

±(0.15% of rdg + 1℃) 

ただし0～300℃,±37.6℃ 

300～800℃,±18.8℃ 

PLⅡ 0.0～1390.0℃ ±(0.15% of rdg + 0.7℃) 

U -200.0～400.0℃ 

±(0.15% of rdg + 0.5℃) 

ただし-200～-100℃, 

±(0.15% of rdg + 0.7℃) 

L -200.0～900.0℃ 

±(0.15% of rdg + 0.5℃) 

ただし-200～-100℃, 

±(0.15% of rdg + 0.7℃) 

測
温
抵
抗
体

入
力 

Pt100-1 -200.0～650.0℃ ±(0.15% of rdg + 0.3℃) 0.1℃ 表示精度定格 

 ±(0.3% of  

 記録ｽﾊﾟﾝ) 
Pt100-2 -200.0～200.0℃ ±(0.15% of rdg + 0.2℃) 

JPt100-1 -200.0～630.0℃ ±(0.15% of rdg + 0.3℃) 

JPt100-2 -200.0～200.0℃ ±(0.15% of rdg + 0.2℃) 

※R,K,E,J,T,Pt100,JPt100レンジは設定した測定範囲により自動的にレンジが選択されます。 
B,R,S,K,E,J,T,N :JIS C 1602-1995(IEC584-1) 
C(WRe5-26) :ASTM E988-1996 
Au-Fe :ASTM E1751-2009 
PR40-20 :ASTM E1751-2009 
PLⅡ :ASTM E1751-2009 
U :DIN43710 :1985(Cu-CuNi) 
L :DIN43710 :1985(Fe-CuNi) 
Pt100 :JIS C 1604-1997(IEC751) 
JPt100 :(JIS C 1604-1981) 
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11.2.2  演算時の表示精度 

(1) スケーリング 

スケーリング時の表示精度は以下の式により求められます。 

スケーリング精度（digits）＝±（レンジ表示精度定格（digits）×スケーリング倍率＋2 digits） 

 

ただし、スケーリング倍率＝ 

 

例１）電圧レンジ －1.000～1.000V、スケーリングレンジ 0.00～100.00の場合 

レンジ表示精度定格 ＝0.1%×1.000V＋3 digits 

（+1.000V入力のとき） ＝4 digits 

 

 スケーリング倍率 ＝                         ＝5 

 

したがって、スケーリング精度 ＝±（4×5＋2） 

    ＝±22 digits 

 

また、アナログ記録精度  ＝± 4＋｛1000－（－1000）｝×                  

              ＝±10 digits 

             ＝±0.01V 

 

例２）Type K 0.0～200.0℃、スケーリング 0.00～200.00の場合 

  レンジ表示精度定格  ＝0.15%×200.0＋0.3℃ 

 （200℃入力のとき）  ＝0.6℃ 

＝6 digits 

 

  スケーリング倍率 ＝                     ＝10 

 

したがって、スケーリング精度 ＝±（6×10＋2） 

    ＝±62 digits 

    ＝±0.62℃ 

(2) 開平演算 

開平演算は以下のように行っています。 

表示値＝10  測定値    

表示値の精度：ε、 測定値精度：e、 測定値：x（%換算）としますと、それぞれ以下のようになります。 

 

表示値 ＝10  x±e   ≒  10  x  ±     

  

従って、表示値の精度はε＝     

スケーリングスパン（digits） 

測定レンジスパン（digits） 

10000－0 

1000－（－1000） 

0.3 

100 

20000－0 

2000－0 

10e 

2 x 

5e 

x 
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4～20mA入力の開平演算精度εは、以下のようになります。 

 

100%測定時 ε100 ＝   ＝               ＝0.16% rdg 

 

 50%測定時 ε50 ＝   ＝                    ＝0.19% rdg 

 

  9%測定時 ε9 ＝   ＝               ＝2.3% rdg 

 

  1%測定時 ε1 ＝   ＝ 5（0.002＋12.5） ＝62.5% rdg 

 

このように開平演算は測定値が低くなりますと、大幅に表示精度定格が悪くなります。 

 

(3) デケード 

デケード時の表示精度は、表示値の対数をとった値で定義されますが、通常 1 digit以下であり、表示有効数

字の関係上読みとることができません。 

 

(4) 差演算、和演算、平均演算 

差、和、平均演算の表示精度は以下の式より求められます。 

差、和演算 ：基準チャネル表示精度×2 

平均演算 ：基準チャネル表示精度 

 

例）基準チャネル VOLT 0.00～10.00V、差演算 －10.00～10.00の場合 

  基準チャネルレンジ表示精度 ＝±（0.3%×10.00V＋3 digits） 

    ＝±（1000×0.003＋3） 

    ＝±6 digits 

  差演算表示精度  ＝±6×2 

＝±12 digits 

  

5（0.2＋0.125）10 5e 

100 

5（0.1＋0.167）

7.07 

5e 

50 

5（0.018＋1.39） 

3 

5e   

9 

5e   

1 
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11.2.3  個別仕様 

         表 11.3 個別仕様項目 

分類 項目 打点計 

入力部 

測定点数 １，２ 

測定周期 １２０ｍｓ 

表示周期 ２．４ｓ（データ更新１２０ｍｓ） 

記録･ 

印字部 

記録方式 ディスポーザブルフェルトペン 

印字方式 ワイヤドット（１色インクリボン） 

有効記録幅 １００㎜ 

ステップ応答時間 １．０ｓ以下（ＩＥＣ１１４３、９５％応答） 

記録紙 
長さ：１６ｍ、幅１１４㎜、折りたたみ幅：４０㎜ 

※クリーンチャートは１２ｍ 

記録紙送り速度 

５， １０， １５， ２０， ２５， ３０， ４０， ５０， ６０， ７５， ８０， ９０，  
１００， １２０， １５０， １６０， １８０， ２００， ２４０， ３００， ３６０， ３７５，  
４５０， ６００， ７２０， ７５０， ９００， １２００， １５００， １８００， ２４００，  
３０００， ３６００， ４５００， ４８００， ５４００， ６０００， ７２００， ９０００，  
１０８００，１２０００㎜／ｈ 

記録色  １ペン（赤）、２ペン（緑） 

印字色 紫 

質      量 ２．５㎏以下 

消 費 電 力 ３５ＶＡ以下 
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11.2.4  標準機能 

         表 11.4 標準機能 

項目 内容 

アナログ指示 無し 

アナログ記録 連続ペン書きでアナログ記録する｡ 

単位表示 無し 

ディジタル表示 表示器にチャネルＮｏ.､測定値､年月日､記録紙送り速度､警報設定値等を表示する｡ 

定刻印字 
設定された時間間隔で､日付､時刻､スケール、記録紙送り速度、各チャネルの測定値、

及び単位を印字する。設定により、同期／非同期が選択可能。 

リスト印字 

記録紙送り速度、各チャネルのセンサタイプ、測定レンジ、単位、警報設定値、コメント、

印字内容、チャネル毎定刻印字ＯＮ／ＯＦＦ、ゾーン設定、部分圧縮拡大設定を印字す

る。 

エンジニアリングリスト

印字 

ＣＨ印字切換設定、警報印字設定、定刻印字ＯＮ／ＯＦＦ、基準時刻、インターバル、警

報ヒステリシス設定、バーンアウト、ＤＩ機能設定（オプション）などを印字する。 

マニュアルプリント キー入力により測定結果をディジタル印字する。 

任意設定機能 記録紙送り速度､警報設定値､定時印字間隔､日付､時刻がキー操作で設定できる｡ 

メモリバックアップ 
時計機能を、内蔵のリチウム電池で保護する。電池寿命は１０年（計器の総無通電期間

５年）。設定・校正値データは不揮発性メモリで保護する。 

警報 警報設定は１チャネルあたり２種（Ｈ，Ｌ）合計４レベル可能。 

記録紙送り速度 記録紙送り速度は４１種から選択。 

時計表示 年､月､日､時､分を表示する｡年号は西暦で設定し､閏年は自動変更する｡ 

自己診断機能 各種の異常が発生した場合､エラー表示が行われる。 

スケーリング 統一信号等の入力を実目盛量に変換して表示・記録する。 
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11.3 標準設定機能 

11.3.1  標準設定機能 

         表 11.5 標準設定機能 

機能 内容 

バーンアウト 
入力断線時指示をスパン方向に振り切らせる。各チャネルごとにバーンアウトの指定が

可能。（ＴＣ入力、±５０ｍＶ以下の直流電圧入力。） 

タグの設定 チャネル毎に５文字までのタグの設定が可能。（定刻印字に印字） 

基準接点補償 基準接点温度補償の内／外指定が可能。 

コピー機能 チャネル設定のコピーが可能。 

入力オフセットの設定 チャネル毎に入力オフセットの設定が可能。 

ゾーン記録（トラック記

録） 
各チャネル毎に記録領域を指定し、トラック分けした記録が可能となる 

部分圧縮拡大記録 チャネル毎に１折れ線までの部分圧縮拡大記録が可能。 

デケード記録・表示 
５デケードまでのデケード記録・表示が可能。 

ただし、表示、印字の有効数字は２桁。 

警報印字 警報発生時に発生時刻、発生チャネル、警報設定Ｎｏ．、警報種を紫色で印字する。 

警報復帰印字 警報復帰時に復帰時刻、復帰チャネル、警報設定Ｎｏ．、警報種を紫色で印字する。 

記録開始／終了印字 
記録開始／終了時に時刻と「Start」／「End」のコメントを印字する機能。設定により、同

期／非同期／ＯＦＦが選択可能。 

演算 開平の演算が可能。 

チャネル間演算 チャネル間和、差、平均の演算が可能。 

アラームヒス幅 ヒステリシス幅を０％または０．５％ＦＳに設定する。 

ディジタルフィルタ 測定値にディジタルフィルタをかけて、１次遅れ記録を行う。 

11.4 オプション機能 

11.4.1  DIによるリモート機能 

機能 内容 

記録紙送りスタート／ストップ 接点“ON”でスタート､“OFF”でストップ 

記録紙送り速度切換 接点“ON”で 1st､“OFF”で 2nd 

コメント印字（同期／非同期） 接点“ON”で印字 

マニュアルプリント（同期／非同期） 接点“ON”で印字 

日付時刻印字（同期／非同期） 接点“ON”で印字 

11.4.2  警報出力 

リレー数 :3 

11.4.3  通信 

RS-232C(標準) 

RS-485(オプション) 
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